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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子デバイスのための保護配置であって、
　パネルと該パネルを取り囲むスカートとを有する可撓性カバーであって、該パネル及び
該スカートが、その間に内部空洞を形成し、該スカートが、該内部空洞と連通する入口開
口部を形成し、該内部空洞が、電子デバイスを受け入れるように構成かつ配置された、前
記可撓性カバーと、
　前記可撓性カバーに固定的に位置決めされたアダプタであって、前記電子デバイスの雌
ソケットに嵌合するための配置で該可撓性カバーの前記内部空洞内に延びる複数のコネク
タを含む雄プラグと、該可撓性カバーから外向きに隣接して該雄プラグの該コネクタのう
ちの１又は２以上に電気的に結合された複数の接点を含む接触器とを含む前記アダプタと
、
　前記可撓性カバーの少なくとも一部分の周りに配置されるように構成かつ配置されたハ
ードシェルであって、前記アダプタの前記接触器がそれを通って延長可能である開口部を
含む前記ハードシェルと、
　を含み、
　前記可撓性カバーは、外部コネクタへの前記アダプタの前記接触器の適正な嵌合を案内
するために該アダプタの該接触器の周りにリムを定める位置決めインタフェースを更に含
み、前記位置決めインタフェースは、任意的に、前記接触器に隣接して前記可撓性カバー
に存在する磁気結合要素を含み、前記磁気結合要素は、磁性材料又は磁気吸引材料のうち
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の一方を含む、ことを特徴とする保護配置。
【請求項２】
　前記ハードシェルは、複数のコーナ開口部を更に含み、前記可撓性カバーは、該ハード
シェルの該コーナ開口部から突出するように構成かつ配置された複数のコーナ部分を含む
ことを特徴とする請求項１に記載の配置。
【請求項３】
　前記ハードシェルは、少なくとも１つのボタン開口部を更に含み、前記可撓性カバーは
、該ハードシェルの該少なくとも１つのボタン開口部から突出するように構成かつ配置さ
れた少なくとも１つのソフトボタンを含むことを特徴とする請求項１又は請求項２のいず
れか１項に記載の配置。
【請求項４】
　前記ハードシェルは、前記入口開口部の少なくとも一部分の周りに又は該開口部の全体
の周りに延びるように構成かつ配置されたスカートを含むことを特徴とする請求項１から
請求項３のいずれか１項に記載の配置。
【請求項５】
　電子デバイスのための保護配置であって、
　前記電子デバイスの少なくとも一部分の周りに配置されるように構成かつ配置されたハ
ードシェルであって、該電子デバイスの入力／出力ソケットへのアクセスを可能にする開
口部を含む前記ハードシェルと、
　パネルと該パネルを取り囲むスカートとを含む可撓性カバーであって、該パネル及びス
カートが、その間に内部空洞を形成し、該スカートが、該内部空洞と連通する入口開口部
を形成し、該内部空洞が、前記ハードシェルに配置された前記電子デバイスを受け入れる
ように構成かつ配置された、前記可撓性カバーと、
　前記可撓性カバーに固定的に位置決めされたアダプタであって、前記ハードシェル内の
前記開口部を通して前記電子デバイスの前記入力／出力ソケットに嵌合するための配置で
該可撓性カバーの前記内部空洞内に延びる複数のコネクタを含む雄プラグと、該可撓性カ
バーから外向きに隣接して該雄プラグの該コネクタのうちの１又は２以上に電気的に結合
した複数の接点を含む接触器とを含む前記アダプタと、
　を含み、
　前記可撓性カバーは、外部コネクタへの前記アダプタの前記接触器の適正な嵌合を案内
するために該アダプタの該接触器の周りにリムを定める位置決めインタフェースを更に含
み、前記位置決めインタフェースは、任意的に、前記接触器に隣接して前記可撓性カバー
に存在する磁気結合要素を含み、前記磁気結合要素は、磁性材料又は磁気吸引材料のうち
の一方を含む、ことを特徴とする保護配置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の保護配置と、
　前記保護配置を受け入れるように構成されたトレイと、接触器の複数の接点のうちの１
又は２以上に接続するように位置決めされた複数の接点を含むドッキングコネクタとを含
むドッキング受け台、
　を含むことを特徴とするドッキングシステム。
【請求項７】
　パネルと該パネルを取り囲むスカートとを含む可撓性保護シェルであって、該パネル及
びスカートが、その間に内部空洞を形成し、該スカートが、該内部空洞と連通する入口開
口部を形成し、該内部空洞が、電子デバイスを受け入れるように構成かつ配置される前記
可撓性保護シェル、及び
　前記可撓性保護シェルに固定的に位置決めされたアダプタであって、前記電子デバイス
の雌ソケットに嵌合するための配置で該可撓性保護シェルの前記内部空洞内に延びる複数
のコネクタを含む雄プラグと、該可撓性保護シェルの外部に隣接して該雄プラグの該コネ
クタのうちの１又は２以上に電気的に結合された複数の接点を含む接触器とを含む前記ア
ダプタ、
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　を含む保護カバーと、
　前記保護カバーを受け入れるように構成されたトレイと、該トレイに結合された可動ア
ームと、該可動アームに対向して配置され、かつ前記接触器の前記複数の接点のうちの１
又は２以上に接続するように位置決めされた複数の接点を含むドッキングコネクタとを含
むドッキング受け台であって、該可動アームが、該可動アームが該トレイから離れるよう
に延びた延長位置と該可動アームが該トレイに近接した近接位置との間の移動のために構
成かつ配置される前記ドッキング受け台と、
　を含むことを特徴とするドッキングシステム。
【請求項８】
　前記可動アームは、前記ドッキング受け台の前記トレイ上に受け入れられた携帯電子デ
バイスの縁部にわたって適合するように構成かつ配置された前方延長部を含み、
　前記前方延長部は、任意的に、前記ドッキング受け台の前記トレイ上に受け入れられた
携帯電子デバイスの前面に接触するように構成かつ配置されたリップを含む、
　ことを特徴とする請求項７に記載のドッキングシステム。
【請求項９】
　前記ドッキング受け台は、前記可動アームに結合されて前記近接位置に向けて付勢され
たバネを含むことを特徴とする請求項７又は請求項８のいずれか１項に記載のドッキング
システム。
【請求項１０】
　前記保護カバーは、前記可撓性保護シェル上に配置されて前記アダプタの前記接触器の
周りにリムを定める位置決めインタフェースを更に含み、前記ドッキング受け台は、該保
護カバーの該位置決めインタフェースに嵌合するように構成されたベース受け入れ器を更
に含み、
　任意的に、前記位置決めインタフェースは、非対称リムを定め、前記ベース受け入れ器
は、該ベース受け入れ器が該位置決めインタフェースに嵌合する時に該位置決めインタフ
ェースの該リムに隣接して配置されるように構成かつ配置された非対称リムを定める、
　ことを特徴とする請求項７から請求項９のいずれか１項に記載のドッキングシステム。
【請求項１１】
　前記保護カバーは、前記可撓性保護シェル上に配置されて前記アダプタの前記接触器の
周りにリムを定める位置決めインタフェースを更に含み、前記ドッキング受け台は、該保
護カバーの該位置決めインタフェースに嵌合するように構成されたベース受け入れ器を更
に含み、
　前記位置決めインタフェース及び前記ベース受け入れ器のうちの一方が、雌部分を含み
、該位置決めインタフェース及び該ベース受け入れ器のうちの異なる一方が、該雌部分に
対して相補的な雄部分を含む、
　ことを特徴とする請求項７から請求項１０のいずれか１項に記載のドッキングシステム
。
【請求項１２】
　パネルと該パネルを取り囲むスカートとを含む可撓性保護シェルであって、該パネル及
びスカートが、その間に内部空洞を形成し、該スカートが、該内部空洞と連通する入口開
口部を形成し、該内部空洞が、電子デバイスを受け入れるように構成かつ配置される前記
可撓性保護シェル、及び
　前記可撓性保護シェルに固定的に位置決めされたアダプタであって、前記電子デバイス
の雌ソケットに嵌合するための配置で該可撓性保護シェルの前記内部空洞内に延びる複数
のコネクタを含む雄プラグと、該可撓性保護シェルの外部に隣接して該雄プラグの該コネ
クタのうちの１又は２以上に電気的に結合された複数の接点を含む接触器とを含む前記ア
ダプタ、
　を含む保護カバーと、
　前記保護カバーの前記アダプタに取り付けられるように構成かつ配置された外部アダプ
タであって、ハウジングと、該ハウジングに配置されて前記接触器の前記複数の接点のう
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ちの１又は２以上に接続するように位置決めされた複数の接点とを含み、前記外部アダプ
タは、該外部アダプタの残りの部分から離れるように延びて該外部アダプタが前記保護カ
バーの前記アダプタに係合する時に該保護カバーの該アダプタを把持するように構成かつ
配置された少なくとも１つの把持部材を更に含む、前記外部アダプタと、
　を含むことを特徴とするドッキングシステム。
【請求項１３】
　前記外部アダプタは、少なくとも１つの隆起要素を更に含み、前記保護カバーの前記ア
ダプタは、該外部アダプタを該保護カバーに結合してその結合を維持することができるよ
うに該外部アダプタの該少なくとも１つの隆起要素を受け入れるように構成かつ配置され
た少なくとも１つの戻り止めを含み、
　ドッキングシステムが、任意的に、前記少なくとも１つの隆起要素のうちの１つから延
び、かつ押された時に該少なくとも１つの隆起要素のうちの該１つを前記保護カバーの前
記アダプタの前記戻り止めから解除するように構成かつ配置されたタブを更に含む、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のドッキングシステム。
【請求項１４】
　任意的に、前記少なくとも１つの把持部材は、互いに対向して配置された２つの把持部
材を含む、
　ことを特徴とする請求項１２又は請求項１３のいずれか１項に記載のドッキングシステ
ム。
【請求項１５】
　前記保護カバーの前記アダプタは、外部コネクタへの該アダプタの前記接触器の適正な
嵌合を案内するために該アダプタの該接触器の周りにリムを定め、該リムは、真っ直ぐな
縁部と該真っ直ぐな縁部に対向する湾曲した縁部とを有する非対称形状を定め、
　任意的に、前記２つの把持部材のうちの１つが、前記リムの前記真っ直ぐな縁部に適合
する形状を有し、該２つの把持部材のうちの別のものが、該リムの前記湾曲した縁部に適
合する形状を有する、
　ことを特徴とする請求項１４に記載のドッキングシステム。
【請求項１６】
　電子デバイスのための保護カバーであって、
　パネルと該パネルを取り囲むスカートとを含む可撓性保護シェルであって、該パネル及
びスカートが、その間に内部空洞及び周囲空洞を形成し、該スカートが、該内部空洞と連
通する入口開口部を形成し、該内部空洞が、電子デバイスを受け入れるように構成かつ配
置され、該周囲空洞が、周辺デバイスを受け入れるように構成かつ配置される前記可撓性
保護シェルと、
　前記可撓性保護シェルに固定的に位置決めされたアダプタであって、
　本体、
　前記可撓性保護シェルの外部に隣接して前記本体上に配置されるか又はそこから延びる
複数の接点を含む接触器、
　前記可撓性保護シェルに固定的に取り付けられた雄プラグであって、前記電子デバイス
の雌ソケットに嵌合するための配置で該可撓性保護シェルの前記内部空洞内に延びる複数
のコネクタを含む前記雄プラグ、
　前記可撓性保護シェルを通って延び、かつ前記接触器の前記接点を前記雄プラグの前記
コネクタのうちの１又は２以上に電気的に結合する複数の第１の導体、
　前記可撓性保護シェルに固定的に取り付けられた周囲プラグであって、前記周辺デバイ
スの雌ソケットに嵌合するための配置で該可撓性保護シェルの前記周囲空洞内に延びる少
なくとも１つのコネクタを含む前記周囲プラグ、及び
　前記本体に結合された担体と、該担体に沿って延びて前記接触器の前記接点を前記周囲
プラグの前記コネクタのうちの１又は２以上に電気的に結合する複数の第２の導体とを含
むブリッジ、
　を含む前記アダプタと、
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　を含むことを特徴とする保護カバー。
【請求項１７】
　前記アダプタは、前記複数の第１の導体の周りに、かつ前記雄プラグが密封ハウジング
から延びる状態で前記接触器の前記本体に隣接して配置された密封ハウジングを更に含む
ことを特徴とする請求項１６に記載の保護カバー。
【請求項１８】
　前記アダプタは、前記周囲プラグが密封ハウジングから延びる状態で前記ブリッジの一
部分と第２の導体との周りに配置された密封ハウジングを更に含むことを特徴とする請求
項１６又は請求項１７に記載の保護カバー。
【請求項１９】
　前記周囲空洞は、前記周辺デバイスを前記入口開口部及び前記内部空洞を通して該周囲
空洞に挿入することができるように前記可撓性保護シェルの該内部空洞に隣接しているこ
とを特徴とする請求項１６から請求項１８のいずれか１項に記載の保護カバー。
【請求項２０】
　前記周囲空洞内への前記周辺デバイスの挿入のために構成かつ配置された前記パネル又
は前記スカート内の周囲開口部を定めることを特徴とする請求項１６から請求項１８のい
ずれか１項に記載の保護カバー。
【請求項２１】
　前記担体は、少なくとも０．４ｍｍの厚みを有することを特徴とする請求項１６から請
求項２０のいずれか１項に記載の保護カバー。
【請求項２２】
　電子デバイスのための保護カバーであって、
　パネルと該パネルを取り囲むスカートとを含む可撓性保護シェルであって、該パネル及
びスカートが、その間に内部空洞及び周囲空洞を形成し、該スカートが、該内部空洞と連
通する入口開口部を形成し、該内部空洞が、電子デバイスを受け入れるように構成かつ配
置され、該周囲空洞が、周辺デバイスを受け入れるように構成かつ配置される前記可撓性
保護シェルと、
　前記可撓性保護シェルに固定的に位置決めされたアダプタであって、
　本体、
　前記可撓性保護シェルの外部に隣接して前記本体上に配置された複数の接点を含む接触
器、
　前記可撓性保護シェルに固定的に取り付けられた雄プラグであって、前記電子デバイス
の雌ソケットに嵌合するための配置で該可撓性保護シェルの前記内部空洞内に延びる複数
のコネクタを含む前記雄プラグ、及び
　複数の第１の導体の周りに、かつ前記雄プラグが密封ハウジングから延びる状態で前記
接触器の前記本体に隣接して配置された密封ハウジング、
　を含む前記アダプタと、
　を含むことを特徴とする保護カバー。
【請求項２３】
　前記可撓性保護シェル上に配置され、かつ外部コネクタへの前記アダプタの前記接触器
の適正な嵌合を案内するために該アダプタの該接触器の周りにリムを定める位置決めイン
タフェースを更に含み、
　前記リムは、任意的に、非対称形状を定める、
　ことを特徴とする請求項１６から請求項２２のいずれか１項に記載の保護カバー。
【請求項２４】
　前記位置決めインタフェースは、前記コネクタに隣接して前記可撓性保護シェルに存在
する磁気結合要素を含み、
　前記磁気結合要素は、磁性材料又は磁気吸引材料のうちの一方を含む、
　ことを特徴とする請求項２３に記載の保護カバー。
【請求項２５】
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　請求項１６から請求項２４のいずれか１項に記載の保護カバーと、
　前記保護カバーを受け入れるように構成されたトレイと接触器の複数の接点のうちの１
又は２以上に接続するように位置決めされた複数の接点を含むドッキングコネクタとを含
むドッキング受け台と、
　を含むことを特徴とするドッキングシステム。
【請求項２６】
　前記保護カバーは、前記可撓性保護シェル上に配置されてアダプタの接触器の周りにリ
ムを定める位置決めインタフェースを更に含み、前記ドッキング受け台は、該保護カバー
の該位置決めインタフェースに嵌合するように構成されたベース受け入れ器を更に含むこ
とを特徴とする請求項２５に記載のドッキングシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
〔関連出願への相互参照〕
　この特許出願は、全てが引用により本明細書に組み込まれている２０１５年６月２９日
出願の米国特許出願第１４／７５４，４９２号の一部継続出願である２０１５年８月１８
日出願の米国特許出願第１４／８２９，３７８号の一部継続出願である２０１５年１１月
９日出願の米国特許出願第１４／９３６，５１７号の一部継続出願である２０１６年６月
２８日出願の米国特許出願第１５／１９５，１７６号の継続出願である。
【０００２】
　本発明は、携帯電子デバイスを保護するためのカバー、特に、デバイスをドッキングス
テーションに結合するための電気アダプタを有する可撓性カバーに関する。
【背景技術】
【０００３】
　スマートフォン又はタブレット又は別の携帯電子デバイスのような携帯電子デバイスを
保護するための保護カバー又は「スキン」は、一般的に公知である。このようなスキンは
、典型的には、それらをデバイスに巻き付けてそれを部分的に包むことを可能にする幾ら
か可撓性である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第５，９９２，８０７号明細書
【特許文献２】米国特許第６，１４９，１１６号明細書
【特許文献３】米国特許第５，８９５，０１８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、公知の保護カバー又は「スキン」は、それらの機能においてそのような携帯電
子デバイスの効率的かつ信頼性の高い使用を提供するのに制限されている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、そのような携帯電子デバイスの効率的かつ信頼性の高い使用に関する従来技
術の限界を克服する携帯電子デバイスを保護するためのカバーである。
【０００７】
　本発明の一態様は、パネル及びパネルを取り囲むスカートを有し、パネル及びスカート
が、その間に内部空洞を形成し、スカートが、電子デバイスを受け入れるように構成かつ
配置された内部空洞と連通する入口開口部を形成する可撓性カバーと、可撓性カバーに固
定的に位置決めされ、かつデバイスの雌ソケットに嵌合するための配置で可撓性カバーの
内部空洞内に延びるコネクタを有する雄プラグと可撓性カバーから外向きに隣接してプラ
グのコネクタのうちの１又は２以上に電気的に結合された接点を有する接触器とを有する
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アダプタと、可撓性保護カバーの少なくとも一部分の周りに配置されるように構成かつ配
置され、かつアダプタの接触器がそれを通って延長可能である開口部を有するハードシェ
ルとを含む電子デバイスのための保護配置である。ハードシェルはまた、コーナ開口部を
含むことができ、可撓性カバーは、ハードシェルのコーナ開口部から突出するように構成
かつ配置されたコーナ部分を含むことができる。ハードシェルは、少なくとも１つのボタ
ン開口部を含むことができ、可撓性カバーは、ハードシェルの少なくとも１つのボタン開
口部から突出するように構成かつ配置された少なくとも１つのソフトボタンを含むことが
できる。
【０００８】
　本発明の別の態様は、電子デバイスの少なくとも一部分の周りに配置されるように構成
かつ配置され、かつ電子デバイスの入力／出力ソケットへのアクセスを可能にする開口部
を有するハードシェルと、パネル及びパネルを取り囲むスカートを有し、パネル及びスカ
ートが、その間に内部空洞を形成し、スカートが、ハードシェルに配置された電子デバイ
スを受け入れるように構成かつ配置された内部空洞と連通する入口開口部を形成する可撓
性カバーと、可撓性カバーに固定的に位置決めされ、かつハードシェル内の開口部を通し
てデバイスの入力／出力ソケットに嵌合するための配置で可撓性カバーの内部空洞内に延
びるコネクタを有する雄プラグと可撓性カバーから外向きに隣接してプラグのコネクタの
うちの１又は２以上に電気的に結合した接点を有する接触器とを含むアダプタとを含む電
子デバイスのための保護配置である。
【０００９】
　本発明の更に別の態様は、上述の保護配置と、保護配置を受け入れるように構成された
トレイと接触器の接点のうちの１又は２以上に接続するように位置決めされた接点を有す
るドッキングコネクタとを有するドッキング受け台とのうちの一方を含むドッキングシス
テムである。
【００１０】
　本発明の他の態様を本明細書に詳述する。
【００１１】
　本発明の上述の態様及び付随する利点の多くは、それが添付図面と併せた時に以下の詳
細説明を参照することによってより良く理解されることになるので、より容易に認められ
ることになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】ドッキングコネクタのためのポートを有する従来技術のスマートフォン又はタブ
レット又は別の携帯電子デバイスのようなターゲット携帯電子デバイスを部分的に包む時
に原位置で完全一体式ワンピースエラストマー保護カバー又はスキンとして限定ではなく
例示的に具現化された本発明を示す図である。
【図２】ドッキングコネクタのためのポートを有する従来技術のスマートフォン又はタブ
レット又は別の携帯電子デバイスのようなターゲット携帯電子デバイスを部分的に包む時
に原位置で完全一体式ワンピースエラストマー保護カバー又はスキンとして限定ではなく
例示的に具現化された本発明を示す図である。
【図３】本発明の保護カバーに有用なタイプのドッキング受け台を限定ではなく例示的に
説明する図である。
【図４】本発明の保護カバーに有用なタイプのドッキング受け台を限定ではなく例示的に
説明する図である。
【図５】本発明の保護カバーに有用なタイプのドッキング受け台を限定ではなく例示的に
説明する図である。
【図６】明確にするために携帯デバイスを取り外した図１の保護カバーを限定ではなく例
示的に示す、図７とは異なる図である。
【図７】明確にするために携帯デバイスを取り外した図１の保護カバーを限定ではなく例
示的に示す、図６とは異なる図である。
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【図８】本発明の電気アダプタを通して取った図１の保護カバーの部分断面図である。
【図９】ターゲット携帯電子デバイスを部分的に包む時に原位置で図１のエラストマー保
護カバーを示す図である。
【図１０】ターゲットデバイスが図９に示すような本発明の可撓性保護シェルの内部空洞
内に受け入れられた時に電気アダプタの雄プラグの複数の電気コネクタがターゲット電子
デバイスの雌入力／出力ソケットと機械的かつ電気的に嵌合することを示す図である。
【図１１】ターゲット携帯電子デバイスが図１の保護カバーの可撓性保護シェル内に受け
入れられ、保護されたターゲット携帯電子デバイスがその後にドッキング受け台に挿入さ
れることを示す図である。
【図１２】感圧タッチスクリーンを有する携帯電子デバイスと共に使用するために保護シ
ェルの少なくとも可撓性中央パネルが実質的に光学透明な可撓性膜で形成された一体式窓
パネルである図１の保護カバーの可撓性保護シェルを示す図である。
【図１３】携帯電子デバイスが、図１の保護カバーの可撓性保護シェル内に受け入れられ
、ターゲット電子デバイスのタッチ感応スクリーンが、図１２に開示するような中央パネ
ルの一体式透明窓パネルに接触して位置決めされ、保護された携帯電子デバイスが、その
後にドッキング受け台に挿入され、タッチ感応スクリーンが、そこから離れるように外向
きに向くことを示す図である。
【図１４】保護シェルが、タッチ感応スクリーンを有する携帯電子デバイスと共に使用す
るための内部透明窓パネルを用いて形成され、電気アダプタの雄プラグが、携帯電子デバ
イスの雌Ｉ／Ｏソケットの電気接点とのインタフェースを形成していることを示す図１２
に示すような図１の保護カバーの拡大断面図である。
【図１５】図１の保護カバーが、図１２に示すようなタッチ感応スクリーンを有する携帯
電子デバイスと共に使用するための内部透明窓パネルを用いて形成され、内部窓パネルが
、携帯電子デバイスのタッチ感応スリーンと並置されるように位置決めされ、保護シェル
の側面スカートを通過する入口開口部が、その一方の側に隣接して透明窓パネルと保護シ
ェルの対向するパネルの間に位置決めされることを示す図である。
【図１６】図１の保護カバーの電気アダプタが、その雄プラグの複数の電気コネクタの連
続的に順序付けられた対とその接触器の対応する電気接点との間で電気カプリングを有す
る通過電気アダプタとして構成されることを示すブロック図である。
【図１７】図１の保護カバーの電気アダプタが、その雄プラグの複数の電気コネクタの不
連続に順序付けられた対とその接触器の対応する電気接点との間で電気カプリングを有す
る変換電気アダプタとして構成される代替実施形態を示すブロック図である。
【図１８】保護シェルの異なる区域に位置付けられた２つの個々のアダプタプラグ及び接
触器本体にその雄プラグ及び接触器が分離されるように構成された変換アダプタを有する
図１の保護カバーの電気アダプタを示す図である。
【図１９】電気アダプタの個々のプラグ及び接触器本体が例えば細長電気ケーブル、ワイ
ヤ、又は他の導体によって保護カバーの保護シェル内で相互接続されているところを示す
図１の保護カバーの断面図である。
【図２０】電気アダプタの個々のプラグ及び接触器本体が例えば細長電気ケーブル、ワイ
ヤ、又は他の導体によって保護カバーの保護シェル内で相互接続されているところを示す
図１の保護カバーの断面図である。
【図２１】エラストマーシェルの異なる区域で図１の保護カバーの側面スカートに各々が
位置付けられた複数の雄プラグ（２つが示されている）に分離されるように構成された変
換アダプタを示す図である。
【図２２】以下の図でより明瞭に示すように変換アダプタの接触器から分離してそこから
離間した変換アダプタの雄プラグを有する図１の保護カバーを示す図である。
【図２３】可撓性中央パネルの外面上に設けられた変換アダプタの接触器を有する一方、
ドッキング受け台が、これに代えてそのように位置決めされた接触器と結合するための位
置にそのドッキングコネクタを位置決めするように構成された図１の保護カバーを示す図
である。
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【図２４】ドッキング受け台が、ドッキング受け台に保護カバーを固定するために保護カ
バーとドッキング受け台の間で作動可能な磁気吸引カップルの一部品（図示の磁石）を含
む、図２５に示すように可撓性中央パネルの外面に設けられた変換アダプタの接触器を有
する図１の保護カバーを受け入れるための雌入れ子を有して構成されたドッキング受け台
の一実施形態を示す図である。
【図２５】保護カバーが、保護カバーをドッキング受け台に固定するために保護カバーと
ドッキング受け台の間で作動可能な前記磁気吸引カップルの一部品（図示の透磁性強磁性
部材）を含む、図２４に示すドッキング受け台実施形態の雌入れ子に着座するように構成
された相補的雄入れ子付属品として構成されたロケータダムを用いて形成された図１の保
護カバーの単体保護シェルを示す図である。
【図２６】保護カバーの相補的雄入れ子付属品が、ドッキング受け台の雌入れ子と入れ子
になり、保護カバー及びドッキング受け台の各々に存在する磁気吸引カップルの部分が、
ドッキング受け台に保護カバーのシェルを固定するように作動可能であり、図２５に示す
ような図１の保護カバーのエラストマーシェルが、図２４に示すドッキング受け台実施形
態のトレイに着座することを示す断面図である。
【図２７】磁気吸引カップルの構成要素が、保護カバーとドッキング受け台間で反転され
、すなわち、透磁性部材が、ドッキング受け台内の磁石の代わりに置き換えられる一方、
磁石が保護カバー内の透磁性部材の代わりに置き換えられた透磁性部材を有して構成され
たドッキング受け台を示す、図２５に示すような図１の保護カバーの代替実施形態を図２
８及び図２９と共に示す図である。
【図２８】磁気吸引カップルの構成要素が、保護カバーとドッキング受け台間で反転され
、すなわち、透磁性部材が、ドッキング受け台内の磁石の代わりに置き換えられる一方、
磁石が保護カバー内の透磁性部材の代わりに置き換えられた磁石を有して構成された保護
カバーを示す、図２５に示すような図１の保護カバーの代替実施形態を図２７及び図２９
と共に示す図である。
【図２９】磁気吸引カップルの構成要素が、保護カバーとドッキング受け台間で反転され
、すなわち、透磁性部材が、ドッキング受け台内の磁石の代わりに置き換えられる一方、
磁石が保護カバー内の透磁性部材の代わりに置き換えられ、図２８に示すような図１の保
護カバーが図２７に示すドッキング受け台実施形態のトレイに着座することを示す断面図
であって図２５に示すような図１の保護カバーの代替実施形態を図２７及び図２８と共に
示す図である。
【図３０】雄入れ子付属品及び合わせ雌入れ子によって形成された図２８に示すような図
１の保護カバーの位置決めインタフェース特徴部が反転され、図２５の保護カバーが、雌
入れ子位置決めインタフェース特徴部を有して構成されることを示す、図２５に示すよう
な図１の保護カバーと図２４のドッキング受け台とを協働させる代替実施形態を図３１及
び図３２と共に示す図である。
【図３１】雄入れ子付属品及び合わせ雌入れ子によって形成された図２８に示すような図
１の保護カバーの位置決めインタフェース特徴部が反転され、図２４のドッキング受け台
が、相補的雄入れ子位置決めインタフェース特徴部を有して構成されることを示す、図２
５に示すような図１の保護カバーと図２４のドッキング受け台とを協働させる代替実施形
態を図３０及び図３２と共に示す図である。
【図３２】雄入れ子付属品及び合わせ雌入れ子によって形成された図２８に示すような図
１の保護カバーの位置決めインタフェース特徴部が反転され、図３０に示すような図１の
保護カバーが図３１に示すドッキング受け台実施形態のトレイに嵌合することを示す断面
図であって図２５に示すような図１の保護カバーと図２４のドッキング受け台とを協働さ
せる代替実施形態を図３０及び図３１と共に示す図である。
【図３３】相補的雄入れ子付属品が、図１１に示すものと同様にドッキング受け台のベー
ス受け入れ器の雌入れ子内に受け入れられるように図６に示すものと同様に保護シェルの
側面スカート内の位置決めインタフェースダム１３２として構成され、対照的に、保護シ
ェルの外部の位置決めインタフェースダムが、変換アダプタの雄プラグから離間し、その
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プラグが、本明細書に開示するように変換アダプタの接触器及び接点から離れてシェルの
異なる側面スカート内の位置で保護シェル内に延び、相補的雄入れ子付属品が、磁気吸引
カップルの１又は２以上の磁石を用いて更に構成された図１８から２０に示すような図１
の保護カバーを示す図である。
【図３４】透磁性部材が磁気吸引カップルの磁石の代わりに置き換えられて電子デバイス
が設置された図３３に示すような図１の保護カバーを示す図である。
【図３５】電気アダプタの雄プラグ及び接触器が保護シェルの側面スカートの異なる区域
内で離間し、相補的雄入れ子付属品が、磁気吸引カップルの１又は２以上の磁石を用いて
更に構成された図３３に示すような図１の保護カバーを通して取った断面図である。
【図３６】電気アダプタの雄プラグ及び接触器が、保護シェルの側面スカートの異なる区
域内で離間し、透磁性部材が磁気吸引カップルの磁石の代わりに置き換えられた図３４に
示すような図１の保護カバーを通して取った断面図である。
【図３７】例えばドッキングコネクタの付勢電気接点のいずれかの側の隣接位置に露出さ
れた１又は２以上の強磁性部材を含むドッキング受け台内のベース受け入れ器の雌入れ子
特徴部を示す図である。
【図３８】１又は２以上の磁石が、図３７に示すようにドッキングコネクタの付勢電気接
点のいずれかの側の隣接位置にある強磁性部材の代わりに置き換えられた代替ベース受け
入れ器の雌入れ子特徴部を示す図３７を通して取った断面図である。
【図３９】カバーのアダプタの接点配置の一実施形態を示す側面図である。
【図４０】カバー内で使用するためのアダプタの一実施形態の斜視図である。
【図４１】カバーのアダプタの接点配置の別の実施形態を示す側面図である。
【図４２】周囲空洞を含むカバーの斜視図である。
【図４３】異なる角度からの図４２のカバーの斜視図である。
【図４４】周辺デバイスを周囲空洞に配置した図４２のカバーの斜視図である。
【図４５】携帯電子デバイスを内部空洞に配置した図４２のカバーの斜視図である。
【図４６】周辺デバイスがカバーの周囲空洞にかつ携帯電子デバイスが内部空洞にある図
４２のカバーの背面を示す斜視図である。
【図４７】別のドッキング受け台の斜視図である。
【図４８】モバイル電話のような携帯電子デバイスがカバー内にあり、かつ受け台上に配
置された独立型ドッキング受け台の斜視図である。
【図４９】タブレットのような携帯電子デバイスがカバー内にあり、かつ受け台上に配置
された壁装着式ドッキング受け台の斜視図である。
【図５０Ａ】可撓性カバーとハードシェルとを有する保護配置の斜視正面図である。
【図５０Ｂ】図５０Ａの保護配置の斜視背面図である。
【図５１Ａ】携帯電子デバイス、カバー、及び外部アダプタの一実施形態の斜視正面図で
ある。
【図５１Ｂ】外部アダプタをカバーから切り離した携帯電子デバイス、カバー、及び外部
アダプタの斜視図である。
【図５１Ｃ】図５１Ａ及び５１Ｂの電子デバイス、カバー、及び外部アダプタの一部分の
拡大斜視図である。
【図５１Ｄ】外部アダプタの一部分を切り取った図５１Ａ及び５１Ｂの電子デバイス、カ
バー、及び外部アダプタの一部分の拡大斜視図である。
【図５２Ａ】可動アームが延長位置にあるドッキング受け台の一実施形態の斜視正面図で
ある。
【図５２Ｂ】図５２Ａのドッキング受け台の切り欠き側面図である。
【図５２Ｃ】可動アームが近接位置にある図５２Ａのドッキング受け台の斜視正面図であ
る。
【図５２Ｄ】図５２Ｃのドッキング受け台の切り欠き側面図である。
【図５２Ｅ】携帯電子デバイス及びカバーがドッキング受け台によって受け入れられた図
５２Ａのドッキング受け台の斜視正面図である。
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【図５２Ｆ】図５２Ｅのドッキング受け台の切り欠き側面図である。
【図５３】更に別のドッキング受け台の斜視図である。
【図５４Ａ】複数の電子デバイス及びカバーを収容することができるドッキング受け台の
斜視図である。
【図５４Ｂ】複数の電子デバイス及びカバーがドッキングされた図５４Ａのドッキング受
け台の斜視図である。
【図５５Ａ】カバー内で使用するためのアダプタの別の実施形態の斜視図である。
【図５５Ｂ】図５５Ａのアダプタを有するカバーの一実施形態の斜視図である。
【図５６Ａ】周囲空洞を有するカバーの一実施形態の斜視図である。
【図５６Ｂ】カバーの一部分を切り取った図５６Ａのカバーの斜視図である。
【図５７Ａ】周囲空洞を有する図５６Ａのカバーのようなカバー内で使用するためのアダ
プタの斜視図である。
【図５７Ｂ】異なる角度からの図５７Ａのアダプタの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　要求されるように、本発明の保護内容の詳細な例示的実施形態を本明細書に開示する。
しかし、本発明の保護内容による技術、システム、及び作動構造は、広範な形態及びモー
ドに具現化することができ、その一部は、開示する実施形態のものとはかなり異なる場合
がある。その結果、本明細書に開示する特定の構造的かつ機能的な詳細は単なる代表例で
あるが、その観点からは、それらは、開示目的のための最良の実施形態を提供し、本発明
の保護内容の範囲を定める本明細書の特許請求の範囲に関する基礎を提供すると見なされ
る。以下では、本発明の保護内容の例示的実施形態（並びに一部の代替実施形態）の詳細
説明を提示する。
【００１４】
　図面では、同じ数字は同じ要素を示す。
【００１５】
　図１及び図２は、ドッキングコネクタ３のためのポートを有するスマートフォン又はタ
ブレット又は従来技術の別の携帯電子デバイスのような携帯電子デバイス１を部分的に包
む時の原位置での本発明の完全一体式ワンピースエラストマー保護カバー又はスキン１０
０を示している。本発明のカバー１００は、カバー１００が手術手袋のようなデバイス１
に適合するようにスマートフォン、タブレット、又は他の携帯電子デバイス１の上に適合
して緊密に一致するような大きさ及び形状に以下に限定されるものではないがビニルのよ
うな適切な弾性又は可撓的弾力性エラストマーから成形されたシースである。
【００１６】
　スマートフォン又は賢い電話は、基本機能の電話よりも高度な計算機能と接続性を有す
るモバイル電話である。初期のスマートフォンは、一般的に、モバイル電話の機能を携帯
情報端末（ＰＤＡ）、メディアプレーヤ、デジタルカメラ、及び／又はＧＰＳナビゲーシ
ョンユニットのような他の普及した消費者向けデバイスの機能と組み合わせていた。現代
のスマートフォンにはそれら機能の全てが組み込まれ、更に、典型的にウェブ閲覧、Ｗｉ
－Ｆｉ、及び第三者アプリ及び付属品を含めてタッチスクリーン型コンピュータの追加機
能が組み込まれている。今日最も一般的なスマートフォンは、ＧｏｏｇｌｅのＡｎｄｒｏ
ｉｄ及びＡｐｐｌｅのｉＯＳモバイルオペレーティングシステムによって駆動されている
。例えば、Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ、Ｔｈｅ　Ｆｒｅｅ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａを参照さ
れたい。
【００１７】
　タブレットコンピュータ又は単にタブレットは、ディスプレイ、回路、及びバッテリを
単一ユニットにしたモバイルコンピュータである。タブレットは、カメラ、マイクロフォ
ン、加速度計、及びタッチスクリーンを含むセンサを備え、指又はスタイラスの動作がコ
ンピュータのマウス及びキーボードに取って代わる。タブレットは、例えば、スピーカの
音量、ネットワーク通信のための電力及びポートのような基本的な機能を制御するための
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かつバッテリを充電するための物理的なボタンを含むことができる。画面上のポップアッ
プ仮想キーボードは、典型的にタイピングに使用される。タブレットは、一般的に、対角
線方向に測定して７インチ（１８ｃｍ）以上でスマートフォン及び携帯情報端末よりも大
きい。タブレットの一例は、ＡｐｐｌｅのｉＰａｄ（登録商標）タブレットコンピュータ
である。例えば、Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ、Ｔｈｅ　Ｆｒｅｅ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａを
参照されたい。
【００１８】
　切り離し可能なキーボードを有するハイブリッドタブレットは、１９９０年代半ば以来
販売されている。交換可能タッチスクリーン式ノート型コンピュータは、回り継手又はス
ライド継手で隠すことができるキーボードを有する。ブックレット型タブレットは、二重
タッチスクリーンを含み、ディスプレイの１つに仮想キーボードを表示することによって
ノートとして使用することができる。例えば、Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ、Ｔｈｅ　Ｆｒｅｅ　
Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａを参照されたい。
【００１９】
　他の携帯電子デバイスは、例えば、試験機器（例えば、オームメータ、マルチメータ、
位置合わせツール、バッテリ試験器、キャリブレータ、距離計、照度計、圧力計、放射線
検出器、温度計など）、カメラ、又はメディアプレーヤなどを含むことができる。少なく
とも一部の実施形態では、携帯電子デバイスは、例えば、温度、圧力、レベリング、角度
、高度、光、密度、Ｘ線、磁場、加速度、速度、速度、距離、エネルギ、電流又はエネル
ギ流れ、力、デュロメータ、質量／重量、トルク、抵抗、キャパシタンス、電圧、又はリ
アクタンスなど、又はそれらのあらゆる組合せを検出するためのセンサを含む。
【００２０】
　本明細書に開示するように、電気アダプタは保護カバー１００の一部であり、電気アダ
プタは、スマートフォン又は他の携帯電子デバイス１の雌入力／出力ソケットに嵌合する
ための配置で保護カバー１００によって形成された空洞内に延びる複数の電気コネクタを
有する雄プラグと、保護カバー１００の外向きに隣接して位置決めされて雄プラグのコネ
クタのうちの１又は２以上に電気的に結合される複数の電気接点を有する接触器とを含む
。
【００２１】
　従って、可撓性保護カバー１００の空洞内に電子デバイス１が受け入れられた時に、雄
プラグの複数のコネクタはデバイス１の雌ソケットに嵌合する。その後、雌入力／出力ソ
ケットは、保護カバー１００の外側にある接触器の複数の接点を通して電気的にアクセス
される。
【００２２】
　電子デバイス１がそこに設置された保護カバー１００は、次に、それ自体の複数の接点
を有するドッキングコネクタ３を含むドッキング受け台５に挿入される。ドッキングコネ
クタは、その複数の接点のうちの１又は２以上が接触器の接点と電気的に結合した状態で
、電気アダプタの接触器に接続される。従って、電子デバイス１の入力／出力ソケットは
、保護カバー１００の電気アダプタを通してドッキング受け台５のドッキングコネクタに
よって電気的にアクセスされる。
【００２３】
　図３、図４、及び図５は、保護カバー１００で役立つタイプのドッキング受け台５を例
示するが、これに限定されない。例えば、ドッキング受け台５は、カバー１００内に既に
保護されている特定のスマートフォン、タブレット、又は他の携帯電子デバイス１を受け
入れるようなサイズに作られたベース受け入れ器９を有するトレイ７を有する。トレイ７
は、カバー１００の背面を支持する背面支持面１０１と、背面支持面から離れて延びるド
ッキング支持面１０３とを含む。背面支持面１０１とドッキング支持面１０３は、９０～
１３０度の範囲又はそれを超える角度を形成することができる。
【００２４】
　ドッキングコネクタ３はドッキング受け台５に設けられ、多くの場合にトレイ７のベー
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ス受け入れ器９の中心に設けられる。ドッキングコネクタ３は、特定の携帯電子デバイス
１に固有のものとすることができ、又はデバイス１のタイプに汎用なものとすることがで
きる。ドッキングコネクタ３は複数の付勢電気接点１１を含み、典型的には付勢ポゴピン
、又は付勢板バネ接点を含む。電気接点１１は、ドッキング受け台５に結合された電気ワ
イヤ又はケーブル１５内のリード１３に結合される。ドッキングコネクタ３は、図３－５
に示すような雌コネクタとすることができ、リム１０５を定めることができる。リム１０
５をドッキング支持面１０３に対して凹ませることができる。
【００２５】
　ドッキングコネクタ３はまた、本明細書に開示するように、電気アダプタの接触器内で
合わせガイドピン受け入れ器に嵌合するようになった任意的なガイドピン１７を含むこと
ができる。
【００２６】
　ドッキング受け台５は、必要に応じて、トレイ７のベース受け入れ器９内に特定の携帯
電子デバイス１を捕捉するようになったクランプ１９を含む。クランプ１９はまた、圧縮
構成要素、すなわち、接触器の電気接点を保護カバー１００の外側に押圧してドッキング
コネクタ３の電気接点と接触させるように作動するアーム２１を有する。
【００２７】
　図６及び図７は、明瞭にするために携帯電子デバイス１を取り外した本発明の保護カバ
ー１００を示している。保護カバー１００は、携帯電子デバイス１と形状が相補的である
。保護カバー１００は、一体式可撓性側面スカート１０６によって囲まれた可撓性中央パ
ネル１０４を有する可撓性単体保護シェル１０２から形成されている。パネル１０４及び
スカート１０６は結合してそれらの間に内部空洞１０８を形成し、その内部空洞１０８は
、携帯電子デバイス１の側面と前面及び背面のうちの少なくとも一方とを少なくとも部分
的に覆い、更に携帯電子デバイス１の前面及び背面のうちの他方の周縁に延びるようなサ
イズに作られている。連続一体式リップ１１０は、側面スカート１０６の内側に延び、空
洞１０８と連通する入口開口部１１２を形成する。入口開口部１１２は、それを通して電
子デバイス１を空洞１０８に受け入れるようなサイズに作られる。
【００２８】
　保護カバー１００は、側面スカート１０６に固定的に位置決めされたアダプタ１１４を
含む。例えば、アダプタ１１４は、側面スカート１０６を通してオーバーモールドされ、
結合され、又は締結される。アダプタ１１４は、携帯電子デバイス１の雌入力／出力ソケ
ットに嵌合するための配置でシェル１０２の空洞１０８内に延びる複数の電気コネクタ１
１８を有する雄プラグ１１６で形成される。アダプタ１１４はまた、図８及び９に示すよ
うに、アダプタ１１４の反対端に雄プラグ１１６から離間した複数の電気接点１２２を有
する接触器１２０を含む。アダプタ１１４は、保護シェル１０２を通って、例えば、中央
パネル１０４又は側面スカート１０６（図示）のいずれかを通って延びる。従って、雄プ
ラグ１１６はシェル１０２の空洞１０８内に延びるが、接触器１２０及びその接点１２２
はシェル１０２の外側１２４に隣接して位置決めされ、それによって複数の電気接点は、
ドッキングコネクタ３の電気接点１１への接続のために露出される。
【００２９】
　図８は、電気アダプタ１１４を通して取った保護カバー１００の部分断面図である。図
示のように、接触器１２０の電気接点１２２は、アダプタ１１４の本体１２８に埋め込ま
れた電気ケーブル、ワイヤ、トレース、又は他の導体１２６（明確にするためにその１つ
が示されている）を通してプラグ１１６の１又は２以上の電気コネクタ１１８に電気的に
結合される。アダプタ１１４の接触器１２０は、任意的に、存在する場合にドッキングコ
ネクタ３の任意的なガイドピン１７に嵌合するように大きさ及び位置を決定した１又は２
以上のガイドピン受け入れ器１３０を用いて形成される。
【００３０】
　任意的に、アダプタ１１４の接触器１２０は、更に、単体保護シェル１０２の外面１２
４に凹設される。例示的かつ非限定的に、任意的なダム１３２が単体保護シェル１０２の
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外面１２４に形成され、アダプタの接触器１２０は、更に、ダム１３２内に凹設される。
接触器１２０の電気接点１２２は、ダム１３２内に又は他に単体保護シェル１０２の外面
１２４内に凹設されることによって損傷から保護される。
【００３１】
　図９は、携帯電子デバイス１を部分的に包む時に原位置で本発明のエラストマー保護カ
バー１００を示す図である。ここでは、携帯電子デバイス１は、空洞１０８と連通する入
口開口部１１２を通して可撓性保護シェル１０２の空洞１０８内に受け入れられる。電子
デバイス１は、空洞１０８と連通する側面スカート１０６を通る連続一体式リップ１１０
の入口開口部１１２を通って可撓性保護シェル１０２に挿入される。電子デバイス１の前
面２３（図示）又は背面のうちの一方は、入口開口部１１２に露出される。ここでは、携
帯電子デバイス１のタッチ感応スクリーン又は他のディスプレイ２５が、ユーザによる作
動を容易にするために入口開口部１１２に露出される。
【００３２】
　図１０は、携帯電子デバイス１が図９に示すような可撓性保護シェルの空洞１０８内に
受け入れられた時に、雄プラグ１１６の複数の電気コネクタ１１８がデバイス１の雌入力
／出力ソケットと機械的かつ電気的に嵌合することを示している。従って、雄プラグ１１
６と雌入力／出力ソケット２７との嵌合により、単体保護シェル１０２の外面１２４から
の携帯電子デバイス１の電力、センサ、及び／又は他の機能へのアクセスが作り出される
。
【００３３】
　図１１は、携帯電子デバイス１が保護カバー１００の可撓性保護シェル１０２内に受け
入れられ、携帯電子デバイス１をそこに有する保護カバーがその後にドッキング受け台５
に挿入されることを示している。ドッキング受け台５のドッキングコネクタ３は、その複
数の付勢電気接点のうちの１又は２以上が電気アダプタ１１４の接触器１２０の電気接点
と電気的に結合した状態でアダプタの接触器１２０に接続される。従って、携帯電子デバ
イス１は、従来技術の保護カバーで必要とされるように保護カバー又は「スキン」１００
から最初に取り外すことなく、ドッキング受け台５を通してアクセスされる。クランプ１
９が存在する場合に、それを押圧することは、アダプタの接触器１２０の電気接点１２２
とドッキングコネクタ３の電気接点１１との間の電気的接続を維持する助けになる。
【００３４】
　図１２は、ディスプレイ２５を有する電子デバイス１の前面に中央パネル１０４を隣接
させて電子デバイス１上で逆転させた保護カバー１００を示している。保護シェル１０２
は、中央パネル１０４の実質的に向かい側に位置する空洞１０８と連通する入口開口部１
１２を用いて形成される。連続一体式リップ１１０は、側面スカート１０６の内方に延び
、空洞１０８と連通する入口開口部１１２を形成する。
【００３５】
　ここでは、窓開口部１３４は、入口開口部１１２に対向する可撓性保護シェル１０２の
可撓性中央パネル１０４に、及び携帯電子デバイス１の作動のために携電子デバイス１の
タッチ感応スクリーンディスプレイ２５上方の位置に形成される。
【００３６】
　保護シェル１０２の中央パネル１０４は、空洞１０８と連通する内部窓開口部１３４を
用いて形成される。内部窓開口部１３４は、それを通して空洞１０８に存在する携帯電子
デバイス１の感圧タッチスクリーン２５を見せるように位置決めされ、かつそのようなサ
イズにされる。連続一体式リップ１３６が、中央パネル１０４の周囲回りを側面スカート
１０６の内方に延びて内部窓開口部１３４を形成する。
【００３７】
　一体式内部窓パネル１３８は、窓開口部１３４内の可撓性中央パネル１０４に位置決め
され、開口部１３４を取り囲む連続一体式リップ１３６によって保護シェル１０２内に保
持される。例えば、図１４により明瞭に示すように、内部窓パネル１３８の周縁１４０は
、窓開口部１３４の一体式リップ１３６に溶接され、接着され、結合され、又は他に接合
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される。任意的に、実質的に防水の継ぎ手１４２が、窓パネル１３８と窓開口部１３４の
一体式リップ１３６との間に形成される。一実施形態により、内部窓パネル１３８は、一
体式リップ１３６に接合してそれらの間に防水継ぎ手１４２を形成するために窓開口部１
３４の一体式リップ１３６の中にオーバーモールドされる。
【００３８】
　一体式内部窓パネル１３８は、感圧タッチスクリーン２５を有する携帯電子デバイス１
と共に使用するために実質的に光学透明な膜で形成され、それによってタッチ感応スクリ
ーン２５による電子デバイス１の作動は、介在する窓パネル１３８を通して達成される
【００３９】
　任意的に、内部窓パネル１３８は、硬質で弾力性のない非圧縮性の材料で形成される。
例えば、内部窓パネル１３８を形成するプラスチックシート構成要素は、任意的に、ポリ
エチレンテレフタレート（ＰＥＴ）又は別の適切な実質的に視覚的に透明な材料を含むが
これに限定されない比較的硬質で実質的に視覚的に透明な材料の非圧縮性シートである。
一実施形態により、内部窓パネル１３８を形成するプラスチックシート構成要素は、任意
的に、比較的硬質で実質的に視覚的に透明なポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）材料の非圧縮性シ
ートである。本明細書に開示するように、ＰＥＴ又はＰＶＣ又は他の硬質で非圧縮性で弾
力性のないプラスチックシート材料で形成された内部窓パネル１３８により、携帯電子デ
バイス１のタッチ感応スクリーンディスプレイ２５の触覚刺激が同様に可能になる。
【００４０】
　これに代えて、任意的に、保護シェル１０２の全体又は内部窓パネル１３８だけが光学
透明の可撓性エラストマー膜で形成され、その膜は透明であるか又は見た目に美しいピン
ク又はブルーなどで色付けすることができる。他の実施形態では、保護シェル１０２は、
不透明又は半透明であり、あらゆる色又はパターンとすることができる。このような実施
形態では、携帯電子デバイス１は、保護カバー１００内に配置され、そのディスプレイは
入口開口部１１２を通して視認可能である。
【００４１】
　任意的に、保護シェル１０２又は内部窓パネル１３８のみの光学透明のエラストマーは
、約４．５程度の実効誘電率のような静電気散逸特性を有する誘電材料である。例えば、
エラストマーは、ある量の粉末金属、混合金属酸化物、ポリマーを含むか、又は静電気散
逸性コーティングで被覆される。任意的に、保護シェル１０２又は内部窓パネル１３８の
みの光学透明のエラストマーを偏光させてグレアを低減する。従って、保護カバー１００
は、任意的に、公知のようにユーザによる軽い圧力の印加によってデバイス１のデータの
入力及び作動を可能にする感圧タッチスクリーンを有する携帯電子デバイス１と共に利用
される。
【００４２】
　携帯電子デバイス１は、第２の入口開口部１１２を通して可撓性保護シェル１０２の空
洞１０８に挿入され、タッチ感応スクリーン２５を対向する中央パネル１０４の内部窓パ
ネル１３８と接触した状態に位置決めされるとして示され、従って、エラストマー材料の
可撓性は、一般的にデータを入力して電子デバイス１を作動させるためのタッチ感応スク
リーン２５への圧力の印加を可能にする。本明細書に開示するように、中央パネル１０４
の内部窓パネル１３８は、デバイス１のタッチ感応スクリーン２５に対応する位置に薄い
可撓性膜として構成される。例示的かつ非限定的に、可撓性中央パネル１０４の窓領域は
、約０．０５～０．０６インチの厚み、又は一般的にデータを入力して電子デバイス１を
作動させるためにユーザによって加えられる圧力に対してタッチ感応スクリーン２５が応
答可能であるのに適する別の厚みであることが望ましい。中央パネル１０４の一体式窓パ
ネル１３８は、電子デバイス１の感圧タッチスクリーン２５の上への引っ掻き、窪み、及
び他の外的な摩耗からそれを保護する。側面スカート１０６及び中央パネル１０４の内部
窓パネル１３８を取り囲む保護シェル１０２の各部分は、衝撃及び擦過からの保護を提供
するためにより厚くすることができる。
【００４３】
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　アダプタ１１４の雄プラグ１１６は、電子デバイス１の雌入力／出力ソケット２７に挿
入される。
【００４４】
　図１３は、携帯電子デバイス１が保護カバー１００の可撓性保護シェル１０２内に受け
入れられ、タッチ感応スクリーン２５が内部窓パネル１３８に接触して位置決めされるこ
とを示している。携帯電子デバイス１をそこに有する保護カバー１００は、次に、タッチ
感応スクリーン２５をそこから外方に向けた状態でドッキング受け台５に挿入される。ド
ッキング受け台５のドッキングコネクタ３は、その複数の付勢電気接点１１のうちの１又
は２以上が電気アダプタ１１４の接触器１２０の電気接点１２２と電気的に結合した状態
で、電気アダプタ１１４の接触器１２０に接続される。従って、携帯電子デバイス１は、
従来技術の保護カバーで必要とされる保護カバー又は「スキン」１００から最初に取り外
されることなく、ドッキング受け台５によってアクセスされる。クランプ１９が存在する
場合に、それを押圧することは、アダプタの接触器１２０の電気接点１２２とドッキング
コネクタ３の電気接点１１との間の電気的接続を維持する助けになる。
【００４５】
　図１４は、図１２に示す保護カバー１００の拡大断面図であり、保護シェル１０２は、
内部窓パネル１３８を用いて形成されている。図１４は、電気アダプタ１１４の雄プラグ
１１６が携帯電子デバイス１の雌入力／出力ソケット２７の複数の電気接点２９に接続し
ていることを示している。
【００４６】
　図１５は、保護カバー１００が、携帯電子デバイス１のタッチ感応スクリーン２５と並
置される位置に内部透明窓パネル１３８を有して形成されることを示している。しかし、
側面スカート１０６を通過する入口開口部１１２は、中央パネル１０４内の内部窓パネル
１３８と保護シェル１０２の対向するパネル１４６との間で単体保護シェル１０２の一方
の側１４４に隣接して位置決めされる。ここで、入口開口部１１２は、保護シェル１０２
の側面１４４で側面スカート１０６の内方に延びる連続一体式リップ１１０によって形成
される。
【００４７】
　入口開口部１１２が保護シェル１０２の一方の側１４４に隣接する側面スカート１０６
を通して形成された時に、電気アダプタ１１４は側面１４４と反対側の第２の側面１４８
で側面スカート１０６に位置決めされる。入口開口部１１２及び電気アダプタ１１４をこ
のように保護シェル１０２の対向する側１４４及び１４８にそれぞれ位置付けた状態で、
電気アダプタ１１４の雄プラグ１１６は、携帯電子デバイス１が側面入口開口部１１２を
通して空洞１０８に受け入れられた時にデバイス１の雌入力／出力ソケット２７に受け入
れられて雌入力／出力ソケット２７と機械的かつ電気的に嵌合した位置にシェル１０２の
空洞１０８内へ延びる。従って、実際は、携帯電子デバイス１は、雌入力／出力ソケット
２７が電気アダプタ１１４の雄プラグ１１６と機械的に嵌合するまで側面入口開口部１１
２を通して保護シェル１０２内に及び内部空洞１０８内に挿入され（矢印１５０）、その
時に入力／出力ソケット２７は同時に電気アダプタ１１４と電気的に嵌合される。携帯電
子デバイス１は、挿入方向（矢印１５０）に沿って逆の順序で保護シェル１０２から取り
外される。
【００４８】
　図１６は、アダプタ１１４が更に雄プラグ１１６の複数の電気コネクタ１１８の連続的
に順序付けられた対と接触器１２０の対応する電気接点１２２との間の電気カプリングを
有する通過アダプタとして構成されることを示すブロック図である。ここで、アダプタ１
１４の本体１２８に埋め込まれたワイヤ又は他の導体１２６は、雄プラグ１１６の電気コ
ネクタ１１８と接触器１２０の対応する電気接点１２２との間を直接順次的関係で連通さ
せる。アダプタ１１４が通過アダプタとして構成され、携帯電子デバイス１（想像線に示
す）が保護カバー１００に受け入れられて、その２つがドッキング受け台５（想像線に示
す）に受け入れられた時に、図示のように、携帯電子デバイス１の雌ソケット２７の複数
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の電気接点２９上の入力／出力信号は、携帯電子デバイス１の雌入力／出力ソケット２７
の電気接点２９上に示されているのと同じ順序でドッキングコネクタ３の電気接点１１に
示されている。従って、ドッキングコネクタ３の電気接点１１は、電子デバイス１の入力
／出力ソケット２７の電気接点２９に対応して順序付ける必要がある。電子デバイス１の
雌ソケット２７の電気接点２９上の入力／出力信号のあらゆる望ましい再順序づけは、ド
ッキング受け台５のドッキングコネクタ３で又はドッキングコネクタ３の下流側の他所で
行わなければならない。
【００４９】
　図１７は、アダプタ１１４が代わりに雄プラグ１１６の複数の電気コネクタ１１８の不
連続に順序付けられた対と接触器１２０の対応する電気接点１２２との間で電気カプリン
グを有する変換アダプタとして更に構成される代替実施形態を示すブロック図である。こ
こで、アダプタ１１４の本体１２８に埋め込まれたワイヤ、トレース、又は他の導体１２
６は、雄プラグ１１６の電気コネクタ１１８と接触器１２０の電気接点１２２との間を非
順次的関係で連通させる。アダプタ１１４が変換アダプタとして構成され、携帯電子デバ
イス１（想像線に示す）が保護カバー１００に受け入れられて、その２つがドッキング受
け台５（想像線に示す）に受け入れられた時に、図示のように、携帯電子デバイス１の雌
ソケット２７の複数の電気接点２９上の入力／出力信号は、図１４に示すアダプタ１１４
の通過構成でのように携帯電子デバイス１の雌入力／出力ソケット２７の電気接点２９上
に示されている順序だけであるのとは対照的に、あらゆる望ましい順序でドッキングコネ
クタ３の電気接点１１に示されている。ドッキングコネクタ３の電気接点１１は、このよ
うにドッキング受け台５の電気ケーブル１５内のリード１３上の定められた入力／出力順
序に対応して順序付けられる。従って、電子デバイス１の雌ソケット２７の電気接点２９
上の入力／出力信号は、ドッキングコネクタ３に適合するようにあらゆる望ましい順序に
再順序付けされ、それによってドッキングコネクタ３における電子デバイス１の雌ソケッ
ト２７の電気接点２９上の入力／出力信号の下流側再順序づけは、ドッキング受け台５に
受け入れられた特定の電子デバイス１に適合する必要はない。これに代えて、ドッキング
コネクタ３は、変換アダプタ１１４が携帯電子デバイス１に適合される場合に、ドッキン
グ受け台５に挿入されたいずれのデバイス１とも協働する万能ドッキングコネクタとして
作動する。従って、ドッキング受け台５は、単一汎用又は万能ドッキングコネクタ３を有
して、アダプタ１１４の本体１２８に埋め込まれたワイヤ、電気トレース、又は他の導体
１２６の経路指定により電気アダプタ１１４内で雄プラグ１１６の電気コネクタ１１８と
接触器１２０の電気接点１２２との間のカプリング関係の順序を単に調整することにより
、携帯電子デバイス１の様々な異なるデバイスと共に依然として利用することができる。
【００５０】
　図１８は、雄プラグ１１６及び接触器１２０を保護シェル１０２の異なる区域に位置付
けられた２つの個々のアダプタプラグ本体１２８ａ及び接触器本体１２８ｂに分離するよ
うに構成された変換アダプタ１１４を示している。雄プラグ１１６の個々のアダプタプラ
グ本体１２８ａと接触器１２０の接触器本体１２８ｂとは、保護シェル１０２の側面スカ
ート１０６に固定的に位置付けられる。ここで例えば、個々のアダプタプラグ及び接触器
本体１２８ａ、１２８ｂは、任意的に保護シェル１０２内に埋め込まれてオーバーモール
ドされる。例示的かつ非限定的に、雄プラグ１１６は、任意的に保護シェル１０２の一方
の側１０２ａに隣接するスカート１０５に埋め込まれる一方、接触器１２０は、任意的に
雄プラグ１１６から離間した位置でスカート１０６に埋め込まれる。例えば、接触器１２
０は、任意的に、雄プラグ１１６から離間して保護シェル１０２の一方の側１０２ｂに隣
接するスカート１０６に埋め込まれる。
【００５１】
　任意的に、アダプタ接触器１２０の接触器本体１２８ｂは、単体保護シェル１０２の外
面１２４に凹設される。例示的かつ非限定的に、任意的なダム１３２が単体保護シェル１
０２の外面１２４に形成され、アダプタ接触器１２０は、更にダム１３２内に凹設される
。接触器１２０の電気接点１２２は、ダム１３２内に又は他に単体保護シェル１０２の外
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面１２４内に凹設されることによって損傷から保護される。
【００５２】
　図１９及び図２０は、雄プラグ１１６の個々のアダプタプラグ本体１２８ａと接触器１
２０の接触器本体とが、延長されたワイヤ、トレース、又は他の導体１２６によって保護
シェル１０２内で相互接続されることを示している。例えば、複数の導体１２６は、雄ア
ダプタプラグ１１６の複数の電気コネクタ１１８をアダプタ接触器１２０の対応する複数
の電気接点１２２と電気的に相互接続するために延長された細長電気ケーブル、ワイヤ、
又は他の導体として構成される（３本が示されている）。導体１２６は、保護シェル１０
２内に固定的に位置決めされる。例えば、導体１２６は、任意的に保護シェル１０２の側
面スカート１０６内に埋め込まれてオーバーモールドされる。これに代えて、導体１２６
は、任意的に、保護シェル１０２の面に、すなわち、内面又は外面に接着される。
【００５３】
　任意的に、保護シェル１０２の側面１０２ａ及び／又は側面１０２ｂは、保護シェル１
０２のスカート１０６内に複数の導体１２６を受け入れるようになっている。例えば、保
護シェル１０２の側面１０２ａ及び／又は１０２ｂの各部分は、スカート１０６内に複数
の導体１２６の追加の容積を収容するために任意的に厚くされる。
【００５４】
　図２１は、エラストマーシェル１０２の異なる区域の異なる側１０２ａに隣接する側面
スカート１０６に位置付けられた複数の個別アダプタプラグ本体１２８ａ内の複数の雄プ
ラグ１１６（２つが示されている）に分離されるとして構成された変換アダプタ１１４を
示している。複数の雄プラグ１１６の各々は、保護シェル１０２の側面スカート１０６に
装着された単一接触器本体１２８ｂにある接触器１２０の電気接点１２２と電気的に結合
される。各個々の雄プラグ１１６のアダプタプラグ本体１２８ａ及び接触器１２０の接触
器本体１２８ｂは、保護シェル１０２の側面スカート１０６に固定的に位置付けられる。
例示的かつ非限定的に、全ての雄プラグ１１６は、任意的に保護シェル１０２の１又は２
以上の異なる側１０２ａに隣接する側面スカート１０６に埋め込まれる。例えば、各個々
のアダプタプラグ本体１２８ａは、任意的に、保護シェル１０２の中にオーバーモールド
される。接触器１２０は、任意的に、雄プラグ１１６の１又は２以上から離間した位置で
側面スカート１０６に埋め込まれ、例えば、オーバーモールドされる。例えば、接触器１
２０は、任意的に、雄プラグ１１６から離間して保護シェル１０２の一方の側１０２ｂに
隣接するスカート１０６に埋め込まれる。
【００５５】
　図示のように、アダプタ接触器１２０の接触器本体１２８ｂは、単体保護シェル１０２
の側面スカート１０６の外面１２４に凹設される。例示的かつ非限定的に、任意的なダム
１３２が、単体保護シェル１０２の外面１２４に形成され、アダプタ接触器１２０は、更
にダム１３２内に凹設される。接触器１２０の電気接点１２２は、ダム１３２内に又は他
に単体保護シェル１０２の外面１２４内に凹設されることによって損傷から保護される。
【００５６】
　本明細書に開示するように、ダム１３２は、外面１２４に形成されたロケータであり、
ドッキングコネクタ３に対して単体保護シェル１０２を積極的に位置決めするための位置
決めインタフェースとしてそれらの間の嵌合を促進するためにドッキング受け台５と協働
する。
【００５７】
　図１１及び図１３の各々に開示するように、位置決めインタフェースのダム１３２は、
単体保護シェル１０２の外面１２４上のロケータとして機能し、機械的かつ電気的カプリ
ングのために接触器１２０をドッキングコネクタ３に積極的に位置決めするようにドッキ
ング受け台５のソケット受け入れ器と協働する。例えば、ダム１３２は、単体保護シェル
１０２の外面１２４から突出又は延長され、アダプタ接触器１２０及びその電気接点１２
２は、例えば、図８に示すようにロケータダム１３２の凹部内に凹設される。図３、図４
、及び図５の各々に示すように、ドッキングコネクタ３は、ドッキング受け台トレイ７の
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ベース受け入れ器９の内面内に凹設されたソケット受け入れ器内に凹設される。従って、
ソケット受け入れ器は、図示のように、嵌合を促進するためにドッキング受け台トレイ７
のベース受け入れ器９にあるドッキングコネクタ３に対して単体保護シェル１０２を積極
的に位置決めするようにロケータダム１３２と協働する。
【００５８】
　図２２は、後の図でより明瞭に示されているが、内部空洞１０８に対向する可撓性中央
パネル１０４の外面１５２上に設けられた変換アダプタ１１４のアダプタ接触器１２０か
ら分離してそこから離間した変換アダプタ１１４の雄プラグ１１６を有する保護シェル１
０２を示している。
【００５９】
　図２３は、内部空洞１０８に対向する可撓性中央パネル１０４の外面１５２上に設けら
れた変換アダプタ１１４の接触器１２０を有する保護シェル１０２を示している。ドッキ
ング受け台５は、これに代えて、そのドッキングコネクタ３を側面スカート１０６に埋め
込むのではなく、可撓性中央パネル１０４の外面１５２上の接触器１２０と結合するため
の位置に位置決めするように構成される。
【００６０】
　図２４は、ドッキング受け台５の一実施形態を示しており、トレイ７は実質的に水平に
位置し、ベース受け入れ器９は、周囲側壁１６０により離間した上側作動面１５６及び下
側インタフェース面１５８を有して構成される。図示のように、ドッキング受け台５のト
レイ７は、ほぼ円形の形状で構成することができるが、適切で同等な構造をもたらすあら
ゆるほぼ正方形又は矩形、長円形、腎臓形、又は他の規則的又は不規則な形状で構成する
ことができる。
【００６１】
　ドッキング受け台トレイ７の作動面１５６は、そこに凹設された浅いソケット受け入れ
器１６６を取り囲んで支持リムを形成するほぼ平坦又は平面状の周囲面１６４で形成され
た雌入れ子１５７を有して形成される。ソケット受け入れ器１６６は、例えば、ドッキン
グ受け台トレイ７の外形形状と同様にほぼ円形の形状（図示）であるが、任意的に、トレ
イ７の外形形状に適合するほぼ正方形又は矩形、長円形、腎臓形、又は他の規則的又は不
規則な形状とすることができる。凹設されたソケット受け入れ器１６６は、周囲支持リム
１６４に対して凹み、それと実質的に平行とすることができる電気的インタフェース面を
成す床１６８を有して形成される。内部周囲移行壁１７０は、ソケット床１６８と周囲支
持リム１６４の間に移行部を提供する。本発明の一実施形態により、内部周囲移行壁１７
０は、ソケット床１６８及び周囲ソケットリム１６４のオフセット面に対して実質的に垂
直である。本発明の代替実施形態により、内部周囲移行壁１７０は、任意的に、ソケット
床１６８と周囲ソケットリム１６４の間で外方に傾斜し、それによってソケット床１６８
と周囲ソケットリム１６４の間に傾斜移行部を提供する。例えば、外方に傾斜した内部周
囲移行壁１７０は、ソケット床１６８の平面から約３０～６０度の範囲の角度を形成する
。しかし、この角度は、任意的に、ソケット床１６８の平面から約１５度又はそれ未満か
ら７５度又はそれよりも大きいまでの遥かに広い範囲にある。
【００６２】
　ドッキング受け台トレイ７は、任意的に、外部装着面Ｓに固定するための機構を含む。
従って、限定ではなく例示的に、ドッキング受け台トレイ７は、本明細書で説明するよう
に１又は２以上のファスナクリアランス孔１７２によって穿孔され、その各々がそれを通
してドッキング受け台トレイ７を中間装着デバイスのような外部装着面に取り付けるのに
適する機械的ファスナを通すようなサイズに作られている。ファスナクリアランス孔１７
２は、任意的に、上側作動面１５６及び凹んだソケット床１６８の一方又は両方の下方に
貫通するネジ付きファスナの頭部を凹ませるために、皿穴又は座繰り穴である合致する環
状窪み又は凹部１７４を含む。
【００６３】
　これに代えて、任意的に、１又は２以上のファスナは、ドッキング受け台５のトレイ７



(20) JP 6625672 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

と一体化される。例えば、２対のネジ付きスタッドの頭部をそれらのネジ付きシャフトが
下側インタフェース面１５８から突出た状態でドッキング受け台トレイ７の成形構造に埋
め込んで、外部装着面の適合する開口を通して挿入してナットで固定するようにする。こ
のような場合に、ファスナクリアランス孔１７２はファスナのネジ付きシャフトで埋めら
れる。更に、凹んだソケット床１６８と周囲ソケットリム１６４、及びその間の内部周囲
移行壁１７０は、任意的に、完全に途切れのない状態にされ、ドッキング受け台トレイ７
は、従って、実質的に中実で途切れのない面を提示する。接着剤又は感圧接着剤テープ及
びフィルムのような外部装着面Ｓに取り付けるための別の機構も考えられ、本発明の範囲
及び意図から逸脱することなく組み込む又は代用することができる。
【００６４】
　任意的に、ドッキング受け台トレイ７の雌入れ子１５７は、保護カバー１００の単体保
護シェル１０２とドッキング受け台トレイ７の間で回転の向きを維持するように構成され
た１又は２以上の雄回転制御特徴部１７６を有して形成される。例示的かつ非限定的に、
雄回転制御特徴部１７６は、凹んだソケット床１６８と周囲ソケットリム１６４の間の内
部周囲移行壁１７０の直線部分又は湾曲部分（図示）により、凹設されたソケット受け入
れ器１６６への浅い侵入として構成される。これに代えて、ソケット受け入れ器１６６の
内部周囲移行壁１７０は、あらゆるほぼ正方形又は矩形、長円形、腎臓形、又は他の規則
的又は不規則な形状を有して構成され、それによって回転制御特徴部１７６は、このよう
な非円形の形状により与えられるソケット受け入れ器１６６に固有のものになる。
【００６５】
　一実施形態により、保護カバー１００のシェル１０２は、シェル１０２内の携帯電子デ
バイス１の重量の下で、すなわち、重力によってドッキング受け台５のトレイ７に保持さ
れる。シェル１０２の位置決めインタフェースダム１３２は、ドッキング受け台トレイ７
に凹設されたソケット受け入れ器１６６の中に入れ子になることにより、ドッキング受け
台５と協働する。
【００６６】
　これに代えて、保護カバー１００をドッキング受け台５内に固定するために、１又は２
以上の永久磁石１７８が、保護カバー１００のシェル１０２とドッキング受け台５のトレ
イ７の間に設けられる。例示的かつ非限定的に、１又は２以上の永久磁石１７８が、ソケ
ット受け入れ器１６６の凹んだ床１６８又は周囲ソケットリム１６４（図示）のいずれか
に隣接する磁石保持構造１８０内に配置される。各永久磁石１７８は、存在する場合に、
限定ではなく例示的に、薄い円形状又は円盤状である。円盤形状は有利であるが、他の磁
石形状も同等であり、置換可能である。磁石１７８は、任意的に公知の希土類である。希
土類磁石は、大きさの割に非常に強力であり、従って、本発明の実施に有用である。しか
し、本発明の実施に対して十分に強力な他の公知の及び現在は知られていない磁石が同等
であり、置換することができる。
【００６７】
　限定ではなく例示的に、磁石保持構造１８０は、ソケット受け入れ器１６６の凹んだ床
１６８又は雌入れ子１５７の周囲ソケットリム１６４のいずれかに近接して各磁石１７８
を個別に位置決めする複数の空洞として具現化される。本発明の一実施形態により、磁石
保持構造１８０の各空洞は、磁石１７８とソケットの凹んだ床１６８又は周囲ソケットリ
ム１６４との間の距離を最小にする。磁石１７８によって生成された磁場の減衰は、従っ
て、最小に抑制され、生成された磁場は、協働するドッキング受け台５に対する磁気吸引
によりほとんどの携帯電子機器及び他の小型デバイスの保持を確実にするのに十分強力な
ままである。
【００６８】
　一実施形態により、磁石保持構造１８０の空洞は、各磁石１７８が少なくとも軽い圧力
の下でかつ圧力嵌めと同程度に挿入されるように、滑り嵌め又は圧縮嵌めのいずれかとし
て磁石１７８に適合するようなサイズにされる。
【００６９】
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　磁石保持空洞１８０は、作動面１５６とは反対側のドッキング受け台５のトレイ７の下
側インタフェース面１５８上に設けることができる。保持空洞１８０内の磁石１７８は、
ソケット受け入れ器１６６の凹んだ床１６８又は雌入れ子１５７の周囲ソケットリム１６
４の近くに保持される。ドッキング受け台トレイ７が、僅かな変形に弾力的に応答する特
性を有する実質的に剛性のプラスチック又は他のエラストマー材料で形成され、磁石保持
空洞１８０が、任意的に磁石１７８のための圧縮嵌めとしてサイズ設定される場合に、磁
石１７８は、挿入に際して磁石１７８によって弾性変形する小さめに作られた空洞１８０
の半径方向圧縮により保持される。従って、米国特許第５，９９２，８０７号明細書でＴ
ａｒｕｌｌｉにより、及び米国特許第６，１４９，１１６号明細書でＷｏｎにより教示さ
れる二重接着テープ、又は引用により本明細書に組み込まれる「磁石支持体取り付け」と
いう名称の１９９９年４月２０日に付与された米国特許第５，８９５，０１８号明細書で
Ｒｉｅｌｏにより教示される合わせ開口内のバイオネットのような他の保持要素は回避さ
れる。
【００７０】
　本明細書に開示するように、ドッキングコネクタ３は、例えば、ワイヤ又はケーブル１
５の電気リード１３に電気的に結合したバネ付勢ポゴピンとして構成された複数の付勢電
気接点１１を含む。一般的に、ドッキングコネクタ３は、最小数の少なくとも２つの付勢
電気接点１１を含むが、より多くの接点１１を有することに対して限定されない。
【００７１】
　図２５は、雌入れ子１５７に着座するように構成された相補的雄入れ子付属品１５９と
してシェル１０２のロケータダム１３２を有して形成された保護カバー１００の単体保護
シェル１０２を示している。例えば、相補的雄入れ子特徴部１５９のロケータダム１３２
は、図２４に示すようなドッキング受け台５のトレイ７内で水平ベース受け入れ器９の凹
設ソケット受け入れ器１６６に嵌合するように構成される。相補的ロケータダム１３２は
、携帯電子デバイス１が着座する内部空洞１０８に対向する可撓性中央パネル１０４の外
面１５２から突出するか又は延びる。相補型ロケータダム１３２は、凹設ソケット受け入
れ器がそのように構成された場合に、ほぼ円形の形状を有して構成される。これに代えて
、ロケータダム１３２は、ドッキング受け台トレイ７の作動面１５６にある雌入れ子１５
７の凹設ソケット受け入れ器１６６がそのように構成された場合に、あらゆるほぼ正方形
又は矩形、長円形、腎臓形、又は他の規則的又は不規則な形状を有して構成される。従っ
て、相補的ロケータダム１３２は、可撓性中央パネル１０４の外面１５２からドッキング
受け台トレイ７のソケット受け入れ器１６６内の凹んだ床１６８の深さぐらいの距離まで
オフセットされた実質的に平坦な接触器面１８２を用いて形成された浅い突出である。従
って、保護シェル１０２の可撓性中央パネル１０４の外面１５２は、相補的ロケータダム
１３２が凹設ソケット受け入れ器１６６に入れ子になる時に、ドッキング受け台トレイ７
の周囲支持リム１６４に係合する雄入れ子付属品１５９の下側リムを形成する。
【００７２】
　雌ソケット受け入れ器１６６の内部周囲移行壁１７０がソケット床１６８と周囲ソケッ
トリム１６４の間で傾斜している場合に、相補的雄ロケータダム１３２は、任意的に、可
撓性中央パネル１０４の接触器面１８２と外面１５２の間に延びて実質的に適合する傾斜
を用いて形成された周囲移行壁１８４を含む。従って、傾斜した相補的雄ロケータダム１
３２は、雌入れ子１５７の凹設ソケット受け入れ器１６６の傾斜に入れ子になる。
【００７３】
　雌入れ子１５７のソケット受け入れ器１６６が１又は２以上の雄回転制御特徴部１７６
を有して構成された場合に、相補的雄ロケータダム１３２は、１又は２以上の適合する回
転制御特徴部１８６を有して構成される。例えば、雌ソケット受け入れ器１６６の回転制
御特徴部１７６が、凹んだソケット床１６８と周囲ソケットリム１６４の間のソケット１
６６の内部への移行壁１７０の雄周囲突出部として構成される場合に、回転制御特徴部１
８６は、ソケット移行壁１７０内の雄回転制御特徴部１７６に嵌合するように位置決めさ
れ、かつそのようなサイズにされた相補的ロケータダム１３２の周囲への適合した雌凹み
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又は侵入部として構成される。
【００７４】
　これに代えて、適合する雄及び雌回転制御特徴部１７６及び１８６は、任意的に、雌ソ
ケット受け入れ器１６６と相補的ロケータダム１３２の間で反転され、従って、雌回転制
御特徴部１７６は、移行壁１８４の雄周囲突出部としてシェル１０２の相補的ロケータダ
ム１３２に提供され、適合する雌回転制御特徴部１８６は、雌ソケット受け入れ器１６６
を取り囲むリム１６４内の移行壁１７０の周囲への相補的な雌又は凹み又は侵入として提
供される。
【００７５】
　従って、本明細書に開示するように、雄位置決めインタフェース１３２は、オフセット
突出接触器面１８２と、その周囲に形成された凹んだ雌回転制御特徴部１８６との組合せ
を含み、回転制御特徴部１８６は、例えば、ドッキング受け台トレイ７の雌入れ子１５７
に着座した時にソケット受け入れ器１６６を取り囲むリム１６４に接触する可撓性中央パ
ネルの外面１５２によって形成される周縁と同一平面上にある。雄位置決めインタフェー
ス１３２の凹んだ雌回転制御特徴部１８６は、雌入れ子１５７内でドッキング受け台トレ
イ７の雄回転制御特徴部１７６と係合し、それによってシェル１０２はトレイ７のベース
受け入れ器９に対して回転的に方向付けられる。従って、保護シェル１０２の外面１５２
上の相補的ロケータダム１３２は、ドッキング受け台トレイ７のベース受け入れ器９内で
雌ソケット受け入れ器１６６と入れ子になり、一方で嵌合する雄及び雌の回転制御特徴部
１７６、１８６は、トレイ７のベース受け入れ器９に対して保護シェル１０２の回転を制
御する。
【００７６】
　ドッキング受け台５のトレイ７が、図２４に示すように、ソケット受け入れ器１６６の
凹んだ床１６８又は周囲リム１６４に隣接する任意的な磁石１７８を含む場合に、保護シ
ェル１０２の中央パネル１０４は、鉄、ニッケル、コバルト、又は別の強磁性材料、又は
合金のような鉄鋼材料、又は他の高透磁率強磁性材料のシート又はプレートとして具現化
された透磁性部材１８８を有する。例えば、透磁性部材１８８は、磁石１７８による吸引
のための相補的な位置で保護シェル１０２の中央パネル１０４に埋め込まれる。従って、
磁石１７８及び磁気吸引性部材１８８は、保護カバー１００をドッキング受け台５に固定
するために、保護カバー１００のシェル１０２とドッキング受け台５のトレイ７との間で
作動可能な磁気吸引カップルを形成する。
【００７７】
　可撓性中央パネル１０４の外面１５２に設けられた変換アダプタ１１４の接触器１２０
は、水平なトレイ７の凹設ソケット受け入れ器１６６でバネ付勢ポゴピンとして構成され
た複数の付勢電気接点１１と電気的に結合するように適切に構成される。例えば、接触器
１２０の複数の電気接点１２２は、銅、銀、金、白金又は別の導電材料のような導電材料
の複数の同心接触リングとして構成される。接触器１２０の接触リング１２２は、本明細
書に開示するように、順次的又は非順次的のいずれかで順序付けられた対で雄アダプタプ
ラグ１１６の複数の電気コネクタ１１８と電気的に相互接続するために導体１２６に結合
される。接触器１２０の接触リング１２２は、ドッキング受け台トレイ７のベース受け入
れ器９の凹設ソケット受け入れ器１６６で異なるポゴピン接点１１と嵌合するように位置
決めされる。
【００７８】
　接触器１２０の電気接点１２２が複数の同心接触リングとして構成される場合に、雌ソ
ケット受け入れ器１６６での位置決めインタフェースダムの回転（図２５、矢印１９０）
に依らず、接触リング１２２がドッキング受け台トレイ７に対するシェル１０２のいずれ
の向きでも異なるポゴピン接点１１と嵌合するので、協働する雄及び雌の回転制御特徴部
１７６及び１８６は、任意的に除去される。しかし、協働する雄及び雌の回転制御特徴部
１７６及び１８６は、任意的に、保護カバー１００とドッキング受け台３の間に相対的な
回転関係を与えるために存在することができる。
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【００７９】
　図２６は、ドッキング受け台３のトレイ７に着座した保護カバー又はスキン１００のエ
ラストマーシェル１０２を示す断面図である。図示のように、保護カバー１００の相補的
雄入れ子付属品１５９は、ドッキング受け台５の雌入れ子１５７と入れ子にされ、それに
よってシェル１０２はドッキング受け台トレイ７に保持される。例えば、シェル１０２は
、本明細書に開示するように、シェル１０２内の携帯電子デバイス１の重量、すなわち、
重力によって固定される。シェル１０２は、位置決めインタフェースダム１３２をドッキ
ング受け台トレイ７に凹設されたソケット受け入れ器１６６の中に入れ子にすることによ
り、ドッキング受け台５と協働する。例えば、存在する場合に雌回転制御特徴部１８６が
、存在する場合にドッキング受け台５のトレイ７の適合する雄回転制御特徴部１７６と嵌
合するまで、位置決めインタフェースダム１３２を回転させる（図２５、矢印１９０）。
その後、周囲移行壁１８４は、適合する移行壁１７０と協働して、シェル１０２がドッキ
ング受け台トレイ７に近づく時にソケット受け入れ器内でロケータダム１３２を位置決め
する。相補的雄入れ子特徴部１５９の位置決めインタフェースダム１３２が雌入れ子１５
７のソケット受け入れ器１６６内で十分に入れ子にされた状態で、可撓性中央パネル１０
４の外面１５２は、雌ソケット受け入れ器１６６の周囲支持リム１６４と接触し、エラス
トマーシェル１０２の接触器面１８２は、凹んだソケット床１６８と並置される。突出し
た位置決めインタフェースダム１３２と凹設ソケット受け入れ器１６６の協働する周囲移
行壁１８４及び１７０の係合は、接触器１２０の電気接点１２２をドッキング受け台３の
ベース受け入れ器９の付勢電気接点１１との係合へ案内するように作動する。
【００８０】
　一実施形態により、接触器１２０の電気接点１２２は、そこに電子デバイス１を収納し
たシェル１０２の重量の下で、すなわち、重力により、ドッキング受け台３のベース受け
入れ器９の付勢電気接点１１と係合する。
【００８１】
　これに代えて、任意的な磁石１７８が存在する場合に、磁石１７８と透磁性部材１８８
の間の磁力は、保護カバー１００のシェル１０２をドッキング受け台５のトレイ７との入
れ子式係合で固定し、接触器１２０の電気接点をドッキング受け台５のベース受け入れ器
９の付勢電気接点１１と係合させるように作動する。
【００８２】
　保護カバー又はスキン１００が、重力の下でドッキング受け台３のトレイ７に保持され
ている場合に、受け台３から取り外すためは、シェル１０２を単に持ち上げるだけで保護
カバー１００が解除されることになる。
【００８３】
　これに代えて、任意的な磁石１７８が存在する場合に、磁石１７８と透磁性部材１８８
の間の磁力は、保護カバー１００のシェル１０２をドッキング受け台５のトレイ７との入
れ子式係合で固定するように作動する。しかし、シェル１０２を単に回転させる（図２５
、矢印１９０）だけで、雌回転制御特徴部１８６がドッキング受け台５のトレイ７の適合
する雄回転制御特徴部１７６と干渉するまで位置決めインタフェースダム１３２が回転す
る。このような干渉により、シェル１０２がベース受け入れ器９から分離して磁力が減衰
し、それによって保護カバー１００は、受け台３から取り外すために解除される。
【００８４】
　図２７、図２８、及び図２９は、共にカバー又はスキン１００及びドッキング受け台５
の代替実施形態を示している。ここで開示するように、磁石１７８と透磁性部材１８８の
相対位置は反転される。例えば、１又は２以上の磁石１７８は、ドッキング受け台トレイ
７の雌入れ子１５７のソケット受け入れ器１６６を取り囲む高くしたリム１６４にあるの
ではなく、可撓性中央パネル１０４の外面１５２に隣接する磁石保持構造１８０内に配置
される。例示的かつ非限定的に示すように、鉄、ニッケル、コバルト、又は別の強磁性材
料、又は合金のような鉄鋼材料、又は別の高透磁率強磁性材料の薄いシート又はプレート
としてそれぞれ具現化される１又は２以上の透磁性部材１８８は、ここで開示するように
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、雌ソケット受け入れ器１６６の凹んだ床１６８又は周囲のソケットリム１６４のいずれ
かに埋め込まれる（図示）。
【００８５】
　これに加えて、１又は２以上の永久磁石１７８が、保護カバー１００の相補的雄入れ子
付属品１５９に装着される。例えば、磁石１７８は、ドッキング受け台５に保護カバー１
００を磁気的に固定するための透磁性部材１８８と協働するために、保護シェル１０２の
中央パネル１０４に埋め込まれる。
【００８６】
　図３０、図３１、及び図３２は、協働するデバイスカバー１００及びドッキング受け台
５の代替実施形態を示しており、ここでは、変換アダプタ１１４の接触器１２０と、雄入
れ子付属品１５９及びドッキング受け台トレイ７の合わせ雌入れ子１５７によって形成さ
れたドッキングコネクタ３との間に設けられた位置決めインタフェース特徴部が反転され
ている。雌入れ子１５７及び相補的雄入れ子特徴部１５９から構成される位置決めインタ
フェース特徴部の反転実施形態は、ロケータダム１３２をシェル１０２の中央パネル１０
４の外面１５２に設けられた雌受け入れ器として構成することによって形成され、一方で
ドッキング受け台トレイ７のベース受け入れ器９は、協働する雄ロケータとして構成され
る。
【００８７】
　図３０は、ここではドッキング受け台トレイ７から浅いソケット受け入れ器１６６を有
して構成されたロケータダム１３２により、雌入れ子１５７が保護シェル１０２上に設け
られることを示している。ロケータダム１３２のソケット受け入れ器１６６は、シェル１
０２の内部空洞１０８に対向する可撓性中央パネル１０４の外面１５２から突出する支持
リムを周りに形成されたほぼ平坦又は平面状の周囲面１６４によって囲まれている。ダム
１３２のソケット受け入れ器１６６は、ソケット床１６８と周囲支持リム１６４の間に移
行部を提供する内部周囲移行壁１７０を含む。移行壁１７０は、本明細書に開示するよう
に、ドッキング受け台トレイ７に対して保護カバー１００のエラストマーシェル１０２を
積極的に回転的に方向付けるように構成された回転制御特徴部１７６を用いて形成される
。
【００８８】
　すなわち、本明細書に開示するように、雄位置決めインタフェース１３２は、ソケット
受け入れ器１６６の床１６８に凹設された接触器面と、その周囲に形成された突出した回
転制御特徴部１７６との組合せを含み、回転制御特徴部１７６は、例えば、ソケット床１
６８を取り囲む周囲接触リム１６４と同一平面上にある。雌入れ子１５７がドッキング受
け台トレイ７の相補的雄入れ子付属品１５９の上に着座した時に、接触リム１６４は、ド
ッキング受け台トレイ７の作動面１５６と係合する。雄位置決めインタフェース１３２の
突出した回転制御特徴部１７６は、雄入れ子付属品１５９内でドッキング受け台トレイ７
の凹んだ回転制御特徴部１８６と係合し、それによってシェル１０２は、トレイ７のベー
ス受け入れ器９に対して回転的に方向付けられる。
【００８９】
　任意的に、保護カバー１００のシェル１０２は、本明細書に開示するように、重量の下
で、すなわち、重力によってドッキング受け台５のトレイ７に保持される。これに代えて
、任意的な磁石１７８及び透磁性部材１８８は、存在する場合に、本明細書に開示するよ
うに、ドッキング受け台トレイ７又は保護シェル１０２のいずれかに設けることができる
。ここで限定ではなく例示的に示すように、永久磁石１７８は、ソケット受け入れ器１６
６の凹んだ床１６８又は周囲ソケットリム１６４（図示）のいずれかに隣接する磁石保持
構造１８０内に設けられる。
【００９０】
　変換アダプタ１１４の接触器１２０は、本明細書に開示するように、導電材料の複数の
同心接触リング１２２として構成することができる。接触器１２０は、ソケット受け入れ
器１６８の床１６８上に位置決めされる。
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【００９１】
　図３１は、ドッキング受け台５のトレイ７が、ほぼ平坦な平面で形成された上側作動面
１５６を有して構成されたベース受け入れ器９と共に実質的に水平に位置するように構成
されることを示している。トレイ７の作動面１５６は、保護カバー１００から相補的雄入
れ子付属品１５９を有して構成される。
【００９２】
　実質的に平面の接触器面１８２は、ドッキング受け台トレイ７の上側作動面１５６から
オフセット又は突出しており、あらゆるほぼ円形、正方形又は矩形、長円形、腎臓形、又
は他の規則的又は不規則な形状を有して構成され、保護シェル１０２上の入れ子１５７の
雌ロケータダム１３２の凹設ソケット受け入れ器１６６内にぴったり適合するサイズに作
られる。従って、ドッキング受け台トレイ７の上側作動面１５６は、相補的雄入れ子付属
品１５９の突出した接触器面１８２が入れ子１５７の雌ロケータダム１３２の凹設ソケッ
ト受け入れ器１６６に入れ子になった時に、保護シェル１０２内のロケータダム１３２の
周囲支持リム１６４と係合する。
【００９３】
　すなわち、本明細書に開示するように、ドッキング受け台トレイ７の相補的雄入れ子付
属品１５９は、ベース受け入れ器９の上側作動面１５６から突出した接触器面１８２とそ
の周囲に凹設された雌回転制御特徴部１８６との組合せを含み、回転制御特徴部１８６は
、例えば、作動面１５６として構成された周囲接触リムと同一平面上にある。作動面１５
６は、雌入れ子１５７がドッキング受け台トレイ７の相補的雄入れ子付属品１５９の上に
着座した時に、シェル１０２の可撓性中央パネル１０４の外面１５２から突出するロケー
タダム１３２のソケット受け入れ器１６６を取り囲む支持リムを形成する周囲面の接触リ
ム１６４（図３０に示されている）と係合する。雌位置決めインタフェース１３２の突出
した雄回転制御特徴部１７６は、雄入れ子付属品１５９内でドッキング受け台トレイ７の
凹んだ雌回転制御特徴部１８６と係合し、それによってシェル１０２は、トレイ７のベー
ス受け入れ器９に対して回転的に方向付けられる。
【００９４】
　本明細書に開示するように、ドッキングコネクタ３は、例えば、ワイヤ又はケーブル１
５内の電気リード１３に電気的に結合したバネ付勢ポゴピンとして構成される複数の付勢
電気接点１１を含む。
【００９５】
　ドッキング受け台トレイ７は、任意的に、本明細書で説明するように、ドッキング受け
台トレイ７を外部装着面に取り付けるためのファスナクリアランス孔１７２によって穿孔
される。ファスナクリアランス孔１７２は、任意的に、相補的雄入れ子付属品１５９の突
出した接触器面１８２を貫通するネジ付きファスナの頭部を凹ませるために、本明細書で
説明するように、皿穴又は座繰り穴である合致する環状の窪み又は凹部１７４を含む。更
に本明細書に開示するように、接着剤又は感圧接着剤テープ及びフィルムのような外部装
着面Ｓに取り付けるための別の機構も考えられ、本発明の範囲及び意図から逸脱すること
なく組み込む又は代用することができる。
【００９６】
　相補的に突出した雄入れ子付属品１５９の周囲移行壁１８４は、任意的に、ドッキング
受け台トレイ７の受け入れ器９内のドッキングコネクタ３に対して単体保護シェル１０２
を積極的に位置決めするために、凹設ソケット受け入れ器１６６の傾斜に協働して入れ子
になるように傾斜する。
【００９７】
　保護シェル１０２のロケータダム１３２が雄回転制御特徴部１７６を用いて形成された
時に、ドッキング受け台５のトレイ７は、雄回転制御特徴部１７６に嵌合して保護シェル
１０２とドッキング受け台トレイ７の間で回転の向きを制御するように協働する適合した
雌回転制御特徴部１８６を用いて形成することができる。
【００９８】
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　これに代えて、適合する雄及び雌回転制御機構１７６及び１８６は、任意的に、保護シ
ェル１０２上に雌入れ子１５７を形成するロケータダム１３２の雌ソケット受け入れ器１
６６とドッキング受け台トレイ７の相補的雄入れ子付属品１５９との間で反転され、従っ
て、回転制御機構１８６は、ロケータダム１３２の雌ソケット受け入れ器１６６を取り囲
むリム１６４内の移行壁１７０の周囲への雌凹み又は侵入として提供され、適合する回転
制御機構１７６は、移行壁１８４の相補的雄周囲突出部として提供される。
【００９９】
　図３２は、ロケータダム１３２により保護シェル１０２上に雌入れ子１５７が設けられ
、ベース受け入れ器９によりドッキング受け台５のトレイ７上に相補的雄入れ子付属品１
５９が設けられた断面図である。従って、保護カバー１００のシェル１０２とドッキング
受け台５のトレイ７との間の位置決めインタフェースは、保護シェル１０２上の雌入れ子
１５７がベース受け入れ器９の相補的雄入れ子付属品１５９の上に受け入れられることに
よって提供される。
【０１００】
　本明細書に開示するように、保護カバー１００がシェル１０２内の携帯電子デバイス１
の重量、すなわち、重力によって固定される場合に、ドッキング受け台５のトレイ７は、
保護シェル１０２の雌入れ子１５７をその上に受け入れるためにほぼ正しく方向付けられ
たベース受け入れ器９の相補的雄入れ子付属品１５９を有して提示されることが予想され
る。これに代えて、保護カバー１００のシェル１０２とドッキング受け台５のトレイ７と
の間の磁気吸引のための１又は２以上の永久磁石１７８及び透磁性部材１８８が相補的な
位置に配置される。例えば、ここに示すように、任意的な磁石１７８及び透磁性部材１８
８が存在する場合に、ドッキング受け台トレイ７の回転は、保護カバー１００内の電子デ
バイス１を切り離し可能に磁気的に取り付けることによって可能である。選択された磁石
１７８及び透磁性部材１８８の機能としての磁気吸引強度に応じて、ドッキング受け台５
のトレイ７は、より極端な程度までドッキング受け台トレイ７を裏返して上下逆になるま
ででも保護カバー１００とドッキング受け台トレイ７の間の磁気吸引によってその中に十
分に固定された電子デバイス１と共に傾けるか又は回転させることができ、シェルの接触
器１２０の電気接点１２２は、電子デバイス１の作動のために十分に機械的かつ電気的に
ドッキングコネクタ３の電気接点１１に結合されたままである。
【０１０１】
　限定ではなく例示的に示すように、鉄、ニッケル、コバルト、又は別の強磁性材料、又
は合金のような鉄鋼材料、又は別の高透磁率強磁性材料の薄いシート又はプレートとして
それぞれに具現化される１又は２以上の透磁性部材１８８は、ここで開示するように、ロ
ケータダム１３２の雌ソケット受け入れ器１６６の凹んだ床１６８又は周囲のソケットリ
ム１６４のいずれかに埋め込まれる（図示）。更に、１又は２以上の永久磁石１７８が、
保護カバー１００の相補的雄付属品１５９に装着される。例えば、磁石１７８は、ドッキ
ング受け台５に保護カバー１００を磁気的に固定するための透磁性部材１８８と協働する
ように保護シェル１０２の中央パネル１０４に埋め込まれる。
【０１０２】
　これに代えて、磁石１７８及び透磁性部材１８８の相対的な位置は、本明細書に開示す
るように任意的に反転され、その場合に、１又は２以上の磁石１７８は、保護シェル１０
２のロケータダム１３２の雌入れ子１５７にある磁石保持構造１８０内に配置され、１又
は２以上の透磁性部材１８８は、ベース受け入れ器９の雄入れ子付属品１５９に隣接する
トレイ７の作動面１５６内の相補的な位置に配置される。
【０１０３】
　本明細書に開示するように、ソケット受け入れ器１６６の内部周囲移行壁１７０は、ド
ッキング受け台トレイ７の受け入れ器９内のドッキングコネクタ３に対して単体保護シェ
ル１０２を積極的に位置決めするために、相補的に突出した雄入れ子付属品１５９の周囲
移行壁１８４と協働する。
【０１０４】
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　更に、保護シェル１０２のロケータダム１３２が回転制御特徴部１７６を用いて形成さ
れた時に、ドッキング受け台５のトレイ７は、回転制御特徴部１７６に嵌合して保護シェ
ル１０２とドッキング受け台トレイ７の間で回転の向きを制御するように協働する相補的
な回転制御特徴部１８６を用いて形成することができる。
【０１０５】
　図３３は保護カバー１００を示しており、相補的雄入れ子付属品１５９は、図１１に示
すものと同様にベース受け入れ器９の雌入れ子１５７に受け入れられるように図６に示す
ものと同様に保護シェル１０２の側面スカート１０６内の位置決めインタフェースダム１
３２として構成される。対照的にここでは、接触器１２０及びその接点１２２を含む位置
決めインタフェースダム１３２は、本明細書に開示するように、保護シェル１０２の異な
る側面スカート１０６内の位置で接触器１２０及びその接点１２２から離れてシェル１０
２の空洞内に延びる雄プラグ１１６から離間している。
【０１０６】
　雄入れ子付属品１５９の位置決めインタフェースダム１３２は、任意的に、変換アダプ
タ１１４の接触器１２０のいずれかの側に隣接した磁石保持構造１８０を有して形成され
、それによって磁石１７８が接触器１２０に隣接して装着される。従って、保護カバー１
００は、１又は２以上の透磁性部材１８８を有するドッキング受け台５のトレイ７と協働
するように構成されるので、トレイ７に対する保護シェル１０２の磁気吸引は、本明細書
に開示するように、雄入れ子付属品１５９が相補的な雌入れ子１５７内に装着された時に
保護カバー１００をドッキング受け台５に固定するように作動する。
【０１０７】
　図３４は、電子デバイス１がそこに設置された保護カバー１００を示している。ここで
の保護カバー１００は、図３３に示す実施形態と類似しているが、雄入れ子付属品１５９
の位置決めインタフェースダム１３２は、ここでは、それに代えて、鉄、ニッケル、コバ
ルト、又は別の強磁性材料、又は合金のような鉄鋼材料、又は他の高透磁率強磁性材料の
１又は２以上のシート又はプレートとして具現化された透磁性部材１８８を含む。例えば
、透磁性部材１８８は、ドッキング受け台トレイ７のベース受け入れ器９に位置決めされ
た１又は２以上の磁石１７８と協働するように相補的な位置で保護シェル１０２の外面１
２４上のロケータダム１３２に埋め込まれる。従って、雄入れ子付属品１５９が相補的な
雌入れ子１５７内に装着されると、本明細書に開示するように、磁石１７８及び透磁性部
材１８８は、電子デバイス１を収納した保護カバー１００をドッキング受け台５に固定す
るように協働する。
【０１０８】
　図３５は、図３３の保護カバー１００を通して取った断面図であり、電気アダプタ１１
４の雄プラグ１１６と接触器１２０とは、保護シェル１０２の側面スカート１０６の異な
る区域内で離間している。図示のように、アダプタ１１４の本体１２８に埋め込まれた接
触器１２０の電気接点１２２は、電気ケーブル、ワイヤ、トレース、又は他の導体１２６
（明確にするためにその１つが示されている）を通してプラグ１１６の１又は２以上の電
気コネクタ１１８に電気的に結合される。携帯電子デバイス１は、雌入力／出力ソケット
２７が保護シェル１０２の一方の側１０２ａに隣接するスカート１０６にあるアダプタ１
１４の雄プラグ１１６と係合した状態で、エラストマーシェル１０２の空洞１０８内に受
け入れられる。
【０１０９】
　位置決めインタフェースダム１３２は、単体保護シェル１０２の外面１２４に形成され
、ロケータダム１３２内にアダプタの接触器１２０が更に凹設されて、雌入れ子１５７に
取り付けるための相補的雄入れ子付属品１５９を形成する。ここで、ロケータダム１３２
は、ドッキング受け台トレイ７のベース受け入れ器９にある透磁性部材１８８の磁気吸引
のために磁石保持構造１８０内に配置された磁石１７８を含む。
【０１１０】
　これに代えて、磁石１７８は、ドッキング受け台トレイ７のベース受け入れ器９にあり
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、協働する透磁性部材１８８は、保護シェル１０２の外側のロケータダム１３２内の接触
器１２０の電気接点１２２に隣接している。
【０１１１】
　図３６は、図３４の保護カバー１００を通して取った断面図であり、電気アダプタ１１
４の雄プラグ１１６と接触器１２０とは、保護シェル１０２の側面スカート１０６の異な
る区域内で離間している。図示のように、アダプタ１１４の本体１２８に埋め込まれた接
触器１２０の電気接点１２２は、電気ケーブル、ワイヤ、トレース、又は他の導体１２６
（明確にするためにその１つが示されている）を通してプラグ１１６の１又は２以上の電
気コネクタ１１８に電気的に結合される。携帯電子デバイス１は、雌入力／出力ソケット
２７が保護シェル１０２の一方の側１０２ａに隣接するスカート１０６にあるアダプタ１
１４の雄プラグ１１６と係合した状態で、エラストマーシェル１０２の空洞１０８内に受
け入れられる。
【０１１２】
　位置決めインタフェースダム１３２は、単体保護シェル１０２の外面１２４に形成され
、ロケータダム１３２内にアダプタの接触器１２０が更に凹設されて、雌入れ子１５７に
取り付けるための相補的雄入れ子付属品１５９を形成する。ここでは、ロケータダム１３
２は、これに代えて、本明細書に開示するように透磁性の強磁性部材１８８を含む。例え
ば、強磁性部材１８８は、本明細書に開示するように、ドッキング受け台トレイ７のベー
ス受け入れ器９内の磁石１７８による吸引のために相補的な位置で保護シェル１０２の側
面スカート１０６内のロケータダム１３２に埋め込まれる。
【０１１３】
　図３７は、１又は２以上の強磁性部材１８８を含むドッキング受け台５内のベース受け
入れ器９の雌入れ子１５７を示している。例えば、強磁性部材１８８は、ドッキングコネ
クタ３の付勢電気接点１１に隣接する位置に露出される。従って、例えば、図３３に示す
ように、シェル１０２の側面スカート１０６にある保護カバー１００の位置決めインタフ
ェースダム１３２が、任意的に、接触器１２０のいずれかの側に隣接して装着された磁石
１７８を有する場合に、強磁性部材１８８は磁石１７８と協働するように位置決めされる
ので、本明細書に開示するように、雄入れ子付属品１５９を相補的な雌入れ子１５７に取
り付ける時にトレイ７に対する保護シェル１０２の磁力が作用して保護カバー１００をド
ッキング受け台５に固定する。ドッキングコネクタ３はまた、本明細書に開示するように
任意的なガイドピン１７を含むことができ、それらは、電気アダプタ１１４の接触器１２
０内で存在する場合に任意的な合わせガイドピン受け入れ器１３０に嵌合するようになっ
ている。
【０１１４】
　図３８は、代替ベース受け入れ器９の雌入れ子を示し、ここでは１又は２以上の磁石１
７８が図３７に示す強磁性部材１８８の代わりに置き換えられている。例えば、磁石１７
８は、ドッキングコネクタ３の付勢電気接点１１に隣接して位置決めされる。従って、例
えば、図３４に示すように、シェル１０２の側面スカート１０６にある保護カバー１００
の位置決めインタフェースダム１３２が、任意的に、接触器１２０のいずれかの側に隣接
して装着された強磁性部材１８８を有する場合に、磁石１７８は強磁性部材１８８と協働
するように位置決めされるので、本明細書に開示するように、雄入れ子付属品１５９を相
補的な雌入れ子１５７に取り付ける時にトレイ７に対する保護シェル１０２の磁力が作用
して保護カバー１００をドッキング受け台５に固定する。ドッキングコネクタ３はまた、
本明細書に開示するように任意的なガイドピン１７を含むことができ、それらは、電気ア
ダプタ１１４の接触器１２０内で存在する場合に任意的な合わせガイドピン受け入れ器１
３０に嵌合するようになっている。
【０１１５】
　図３９は、カバー１００に対する電気接点１２２の別の配置を示している。この配置で
は、２列に配置された１０個の電気接点１２２が存在する。図示の実施形態では、列は千
鳥配置されているが、千鳥配置ではなく、列を互いに位置合わせさせることができること
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は認識されるであろう。ドッキング受け台５は、同数で同配置の電気接点１１を有するこ
とができるが、一部の実施形態では、ドッキング受け台は、カバー１００よりも少ないか
又は多い接点を有することができる。
【０１１６】
　少なくとも一部の実施形態では、異なるタイプの携帯電子デバイス１に対して異なるカ
バー１００を提供することができるが、電気接点１２２の配置は同じなので、適切なカバ
ー１００を使用して様々な異なる携帯電子デバイス１（異なる製造業者のデバイスを含む
）を同じドッキング受け台５に結合することができる。異なるカバー１００の導体１２６
（アダプタ１１４の電気接点１２２を雄プラグ１１６の電気コネクタ１１８に接続する）
の内部配置は、カバー１００に適合する携帯電子デバイス１のタイプに応じて異なるもの
とすることができることは理解されるであろう。更に、少なくとも一部の実施形態では、
特に、カバー１００がそれに対して設計された携帯型電気デバイス１内に対応する接点が
ない場合に、電気接点１２２のうちの１又は２以上は、アダプタ１１４の対応する電気接
点１１８に結合されない場合がある。
【０１１７】
　図４１は、２つの千鳥配置の列に並んだ１２個の電気接点１２２の配置を示している。
カバー１００は、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１２、１４、１６、１８、２
０、又はそれを超える電気接点を含むがこれらに限定されないあらゆる数の電気接点１２
２を含むことができることは理解されるであろう。電気接点１２２は、あらゆる規則的又
は不規則なパターンに配置することができる。例えば、３つの電気接点は、直線、正三角
形、二等辺三角形、直角三角形、又はあらゆる他の適切な配置に配置することができる。
別の例として、電気接点１２２は、１列に、又は２又は３以上の列に（例えば、２、３、
４、又は５以上の列に）配置することができ、その２又は３以上の列は、互いに位置合わ
せしているか又は千鳥配置であるものとすることができ、及び各列に同数又は異なる数の
接点を有することができる。更に別の例として、電気接点１２２の一部又は全部を規則的
又は不規則な多角形の頂点に配置することができる。例えば、５個の電気接点１２２を５
角形の頂点に配置することができ、６個の電気接点１２２を６角形の頂点に配置すること
ができ、８個の電気接点は、８角形の頂点に配置することができる。
【０１１８】
　図３９及び図４１はまた、カバー１００のドッキング受け台５への正確な結合を容易に
することができる非対称形状を有するダム１３２を示している。ダム１３２は、非対称な
位置決めインタフェースを定める。この場合に、ダム１３２は、真っ直ぐな第１の縁部１
９１と、第１の縁部に対向する湾曲した第２の縁部１９２とを有する。ドッキング受け台
５の雌入れ子１５７は、ダム１３２と類似の形状にすることができるので、カバー１００
のダムは、ドッキング受け台の雌入れ子内に一方向に容易に単に嵌合する。カバーのこの
非対称な位置決めインタフェースは、カバーのドッキング受け台５との正確な結合を容易
にするので、電気接点１２２は、ドッキング受け台上の対応する接点と正確かつ確実に嵌
合する。
【０１１９】
　図４０は、アダプタ１１４の一部分を示し、雄プラグ１１６、電気接点１２２、磁石１
７８（又は強磁性部材１８８）、及び本体１２８を含む。アダプタ１１４は、側面スカー
ト１０６及びダム１３２をアダプタの各部分の周りに形成した状態でカバー１００内に位
置決めされる。少なくとも一部の実施形態では、シェル１０２又はダム１３２の一部分は
また、図３９及び４１に示すように、電気接点１２２の一部分を露出させたままで本体１
２８の面１９３及び磁石１７８を覆う。
【０１２０】
　携帯電子デバイスのためのカバーはまた、周辺デバイスのための追加のポケットを含む
ことができる。図４２－４６は、携帯電子デバイス１及び周辺デバイス５０を受け入れる
ことができるカバー１００の実施形態を示している。周辺デバイスの例は、プリンタ、ス
キャナ、カード読取器、磁気ストリップ読取器、ＲＦＩＤ読取器、ＮＦＣ読取器、スピー
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カ、バッテリ、カメラ、ライト、キーボード、ヒューマンインタフェースデバイス（例え
ば、マウス又はトラックボールなど）、医療デバイス（例えば、体温計、グルコースセン
サ、血圧計、撮像装置、又はあらゆる他の適切な医療デバイス）、又はあらゆる他の適切
な周辺デバイスを含む。周辺デバイスの他の例は、ＬＥＤ灯、ブラックライト、赤外線灯
、レーザ、又はあらゆる他の点灯デバイス、又はそれらのあらゆる組合せを提供すること
ができ、一般照明、夜間視野、ビデオ又は写真のための照明又は強調、信号伝達、ポイン
ティング、測定、走査、位置合わせ、又はあらゆる他の機能又は用途又はそれらのあらゆ
る組合せを提供するのに使用することができる照明デバイスを含むことができる。このよ
うな照明デバイスは、例えば、モバイル電話又はスマートフォン、端末、コンピュータ、
試験デバイス、又はタブレットなど、又はそれらのあらゆる組合せのようなカバー内のあ
らゆるデバイスと共に使用するように設計することができる。周辺デバイスの別の例は、
例えば、センサ（例えば、温度、圧力、レベリング、角度、高度、光、密度、Ｘ線、磁場
、加速度、速度、速度、距離、エネルギ、電流又はエネルギ流れ、力、デュロメータ、質
量／重量、トルク、抵抗、キャパシタンス、電圧、又はリアクタンスなど、又はそれらの
あらゆる組合せを検出するための）又は指紋読取器のようなツールデバイスとすることが
できる。
【０１２１】
　カバー１００は、特定のタイプの周辺デバイスに対して設計することができ、又は複数
タイプの周辺デバイスを収容することができる。これに加えて、図示の実施形態は、単一
周辺デバイスをカバー内に含むことを可能にするが、他の実施形態は、カバー内の１又は
２以上の周囲ポケットに複数（例えば、２、３、４、又は５以上）の周辺デバイスを含む
ことを可能にすることができる。
【０１２２】
　カバー１００は、中央パネル１０４と、側面スカート１０６と、リップ１１０と、入口
開口部１１２と、携帯電子デバイス１を受け入れるための内部空洞１０８とを有するシェ
ル１０２を含む。これに加えて、カバー１００は、周辺デバイス５０を受け入れる周囲ポ
ケットを形成する周囲空洞２０８を含む。周囲空洞２０８は、中央パネル１０４と、任意
的に側面スカート１０６の一部又はカバー１００のあらゆる他の部分とを使用して形成す
ることができる。周囲空洞２０８は、デバイス面２０５と１又は２以上の側面２０７とを
定める。図示の実施形態では、周囲空洞２０８と内部空洞１０８は連続しており、図４４
に示すように、入口開口部１１２及び内部空洞１０８を通して周辺デバイス５０を周囲空
洞２０８に挿入することができる。次に、図４５に示すように、入口開口部を通して携帯
電子デバイス１を内部空洞１１０に挿入することができる。代替実施形態では、カバー１
００は周囲開口部（図示せず）を含むことができ、この開口部を通して周辺機器を周囲空
洞２０８に挿入することができる。そのような実施形態では、周囲空洞２０８は、内部空
洞１０８と連続しているものとすることができ、又は周囲空洞と内部空洞は、カバー１０
０の壁によって分離されているものとすることができる。
【０１２３】
　雄プラグ１１６に加えて、カバー１００は、図４３に示すように周囲プラグ２１６を含
む。周囲プラグ２１６は、周辺デバイス５０の入力／出力ソケット内に嵌合する。周囲プ
ラグ２１６は、特定の周辺デバイスに対して設計することができ、又は複数の異なるデバ
イスに適するものとすることができる。例えば、周囲プラグ２１６（又は雄プラグ１１６
又はその両方）は、それぞれ周辺デバイス５０内のＵＳＢポート又はマイクロＵＳＢポー
ト内に嵌合するように設計されたＵＳＢプラグ又はマイクロＵＳＢプラグとすることがで
きる。
【０１２４】
　周囲プラグ２１６は、周辺デバイス５０内の接点に接続する１又は２以上の電気コネク
タ２１８を含む。１又は２以上の電気コネクタ２１８は、カバー１００を通して延びる導
体（図示せず）を使用して、カバー１００のアダプタ１１４の電気接点１２２に結合され
る。この配置を使用して、アダプタ１１４及び１又は２以上の電気コネクタ２１８を通し
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て周辺デバイス５０に電力を供給することができる。少なくとも一部の実施形態では、周
辺デバイス５０がアダプタを通して携帯電子デバイス１に電力、データ、又はその両方を
提供するように、アダプタ１１４及び関連の導体を配置することができる。例えば、アダ
プタ１１４は、周囲プラグ２１６の電気コネクタ２１８と雄プラグ１１６の電気コネクタ
１１８とをアダプタの同じ電気接点１２２に結合させることができるので、周辺デバイス
５０は、アダプタを通して電力又はデータを携帯電子デバイス１に供給することができる
。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）及びＮＦＣなどのような周辺デバイス５０と携帯電子
デバイス１の間でデータを共有するための別の機構があることは理解されるであろう。
【０１２５】
　カバー１００は、カバーを通して周囲空洞２１８に入る１又は２以上の開口部１９４を
含むことができる。これらの開口部１９４は、例えば、ジャック、スキャナ、プリンタ、
又はセンサなどのような周辺デバイス５０の構成要素へのアクセスを可能にすることがで
きる。同様に、カバー１００は、携帯電子デバイスの構成要素へのアクセスを可能にする
ために内部空洞１１８内へ通じる１又は２以上の開口部１９６を含むことができる。例え
ば、開口部１９６は、携帯電子デバイス１のカメラ、ヘッドホンジャック、スイッチ、ス
ピーカ、又はマイクロフォンなどへのアクセスを可能にすることができる。少なくとも一
部の実施形態では、カバーの開口部１９６の配置、数、及びサイズは、カバー１００がそ
れに対して設計される携帯電子デバイスのタイプに基づいて具体的に調整される。一部の
実施形態では、カバー１００は、携帯電子デバイス１上のボタンと一致する位置でカバー
に（例えば、側面スカート１０６に）形成されたソフトボタン１９８を含むことができる
。ソフトボタン１９６は、例えば、ソフトボタンの配置を識別してソフトボタンの起動を
容易にするために周囲にギザを付けたカバーの材料の一部とすることができる。ソフトボ
タン１９６は、ソフトボタンの起動によって下にある携帯電子デバイス１のボタンも起動
されるように構成かつ配置される。このようなソフトボタン１９６は、携帯電子デバイス
１上の電力、音量、及び他のボタンと一致する場合がある。本明細書に説明するカバーの
いずれも、１又は２以上の開口部１９６、１又は２以上のソフトボタン１９８、又はそれ
らのあらゆる組合せを含むことができる。
【０１２６】
　本明細書に説明するカバー１００のいずれも、図４３に示すように、カバー内又はカバ
ー上に配置されたタグ要素１９９を含むことができる。タグ要素１９９は、例えば、カバ
ー又はカバー内に配置されたデバイスを識別するのに使用することができるＲＦＩＤタグ
又はＮＦＣタグとすることができる。タグ要素１９９は、カバー１００内に成形すること
ができ、又はカバーの内面又は外面上に配置することができる。少なくとも一部の実施形
態では、タグ要素１９９は、ユーザが携行することができるフォブ１９７又は他のタグ照
会デバイスに関連付けることができ、それを使用して、カバー１００がフォブ又は他のタ
グ照会デバイスの範囲にあるか否かを決定するためにタグ要素１９９に無線で照会するこ
とができる。フォブ１９７はユーザによって起動され、カバー又は関連付けられた携帯電
子デバイスを見つける時に支援することができる。これに代えて又はこれに加えて、フォ
ブ１９７は、フォブがカバー１００からの閾値距離を超えた時に自動的に起動可能な可聴
警報、振動警報、又はその両方を組み込んで、カバー１００及び関連付けられた携帯電子
デバイスを置き忘れている（例えば、ドッキング受け台の上に置いたままにしている）こ
とをユーザに警告することができる。一部の実施形態では、ユーザは、フォブ１９７が可
聴警報、振動警報、又はその両方を提供するか否かを選択することができる。一部の実施
形態では、ユーザは、閾値距離をプログラムすることができる。
【０１２７】
　図４７－４９は、ドッキング受け台５の追加の実施形態を示している。これらのドッキ
ング受け台５は、トレイ７（図４９には示されない）及びカバー１００内の携帯電子デバ
イス１がその上に置かれるベース受け入れ器９を含む。図４７のドッキング受け台５は、
クランプ１９及びアーム２１を含む。図４８のドッキング受け台５は、机、棚、サイドボ
ード、又はテーブルなどのようなあらゆる安定した面に置くことができる独立型受け台で
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ある。図４９のドッキング受け台５は、壁又は他の面上に装着することができる。図４８
は、携帯電子デバイス１としてモバイル電話又は他の比較的小型のデバイスを示している
。図４９は、携帯電子デバイス１としてタブレット又は他の比較的大型のデバイスを示し
ている。多くのドッキング受け台は、大型と小型両方の携帯電子デバイスを収容すること
ができるが、別のドッキング受け台は、特定のサイズ又は特定範囲のサイズの携帯電子デ
バイスのために特別に設計される場合がある。
【０１２８】
　図４８は、ドッキング受け台５を出るケーブル１５を示している。他の図示のドッキン
グ受け台は、ケーブルを含むことができることは理解されるであろう。ケーブルは、ドッ
キング受け台から切り離し可能である場合があり、又はドッキング受け台に恒久的に取り
付けられる場合がある。切り離し可能なケーブルを組み込む一部の実施形態では、ドッキ
ング受け台は、ケーブルの端部を受け入れることができるＵＳＢポート又はマイクロＵＳ
Ｂポートのようなポートを含む。
【０１２９】
　一部の実施形態では、ドッキング受け台は、電力、データ、又は他の信号をその受け台
から携帯電子デバイスに提供するための電子構成要素を含むことができる。他の実施形態
では、ドッキング受け台は、「通過」デバイスであり、そこでは、ドッキング受け台は、
単に、携帯電子デバイスと充電器、コンピュータ、又は他の携帯電子デバイスなどのよう
な別のデバイスとの中継ぎである。これらの実施形態では、ドッキング受け台を出るケー
ブルは、この別のデバイスに結合することができ、少なくとも一部の事例では、ドッキン
グ受け台は、単にドッキング受け台の電子接点とケーブルとの間で信号を伝達するだけで
ある。
【０１３０】
　一部の実施形態では、硬質の（又は剛性の）シェルを可撓性カバー又はスキンと共に利
用して、スキン内に配置された電子デバイスに対する追加の保護を提供することができる
。図５０Ａ及び５０Ｂは、可撓性カバー又はスキン１００（説明のために網掛けされてい
る）及び硬質の（又は剛性の）シェル５００の正面図と背面図である。電子デバイスは、
上述のように可撓性カバー又はスキン１００内に配置されることになる。上述の可撓性カ
バーのいずれも、その特定カバーに適合するように修正したハードシェル５００を有する
可撓性カバー又はスキン１００に対して使用することができる。
【０１３１】
　ハードシェル５００は、例えば、ポリカーボネートなど、炭素繊維、金属、又は皮革な
ど、又はそれらのあらゆる組合せといった硬質又は剛性のプラスチック材料で作ることが
できる。少なくとも一部の実施形態では、ハードシェル５００は、背面パネル５０４（図
５０Ｂ）及びスカート５０６（図５０Ａ）を含み、それらは、カバー１００と共に空洞１
０８と連通する入口開口部１１２を形成する。入口開口部１１２は、電子デバイスを空洞
１０８内に受け入れるようなサイズに作られる。一部の実施形態では、背面パネル５０４
は、カバー１００の背面部分全体を覆わない場合がある。一部の実施形態では、スカート
５０６は、入口開口部１１２を完全には取り囲まない場合があり、入口開口部の一部分（
例えば、９０％よりも多くない、７５％、５０％、４０％、又はそれ未満）の周りに単に
延びる場合がある。
【０１３２】
　図示の実施形態では、ハードシェル５００は、可撓性カバー又はスキン１００の各部分
がそれを通してアクセス可能であるか又は突出する開口部を含む。例えば、ハードシェル
５００は、カバー１００のアダプタ１１４の一部分（入れ子特徴部１５９又は接触器１２
０など）がドッキング受け台又は他のデバイスへの結合のためにそれを通して突出するか
又はアクセス可能である開口部５１４を含む。少なくとも一部の実施形態では、ハードシ
ェル５００は、カバー１００のソフトボタン１９８（又は電子デバイスのボタン）へのア
クセスを可能にするための又はカバー１００のソフトボタン１９８（又は電子デバイスの
ボタン）がそこから突出することができる１又は２以上のボタン開口部５９８を含む。少
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なくとも一部の実施形態では、ハードシェル５００は、カバー１００の可撓性を使用して
コーナ保護を強化するために、カバー１００のコーナ部分１９５への突出を可能にする１
又は２以上のコーナ開口部５９５を含むことができる。ハードシェル５００とカバー１０
０の両方は、携帯電子デバイスのカメラ、ヘッドホンジャック、スイッチ、スピーカ、又
はマイクロフォンなどへのアクセスを可能にする開口部１９６を含むことができる。
【０１３３】
　ハードシェル５００と可撓性カバー１００との組合せは、電子デバイスを位置合わせし
て支持することができる。更に、突出したコーナ部分１９５のような可撓性カバー１００
の突出部分は、柔らかい緩衝器として機能して電子デバイスを保護することができる。
【０１３４】
　代替実施形態では、電子デバイスは、ハードシェルに挿入することができ、次に、電子
デバイス及びハードシェルは、上述の保護カバー１００のいずれか１つに挿入することが
できる。更に他の実施形態では、ハードシェルは、上述の保護カバー１００のいずれかに
対する切り離し可能な（又は永久の）ライナとして提供することができる。これらの実施
形態のハードシェルは、アダプタ１１４の雄プラグ１１６がそれを通して突出し、アダプ
タ１１４の雄プラグ１１６による電子デバイスの入力／出力ソケットへの接続を可能にす
る開口部を含むことになる。
【０１３５】
　ドッキング受け台に代えて、携帯電子デバイス及びカバーは、外部アダプタに結合する
ことができる。図５１Ａ－５１Ｄは、カバー１００（本明細書に説明するカバーのいずれ
かとすることができる）に配置された携帯電子デバイス１と、外部アダプタから延びるワ
イヤ又はケーブル６１５を有する外部アダプタ６００とを示している。図５１Ａでは、外
部アダプタ６００は、カバー１００のアダプタ１１４に結合されている。図５１Ｂ－５１
Ｄでは、外部アダプタ６００は、カバー１００のアダプタ１１４から切り離されている。
少なくとも一部の実施形態では、外部アダプタ６００は、カバー１００のアダプタ１１４
に結合するだけであり、かつアダプタ１１４及び任意的にアダプタ１１４に近接するカバ
ーの各部分でカバー１００と単に接触することができる。外部アダプタ６００は、トレイ
を持たない場合がある。
【０１３６】
　外部アダプタ６００は、カバー１００のアダプタ１１４の接触器１２０の接点１２２と
嵌合するための複数の電気接点６１１（図５１Ｃ及び５１Ｄ）を有するハウジング６０２
を有する。電気接点６１１は、電線又はケーブル６１５に電気的に結合される。一部の実
施形態では、電線又はケーブル６１５は、外部アダプタ６００から切り離し可能である。
一部の実施形態では、ケーブル６１５は、携帯電子デバイスと共に使用することができる
あらゆるケーブルであり、かつ外部アダプタ６００上の対応するレセプタクル内に嵌合す
るプラグを含む。
【０１３７】
　少なくとも一部の実施形態では、アダプタ１１４及び外部アダプタ６００は、ドッキン
グ受け台５に関して上述した磁気吸引カップルの構成要素を含む。これに代えて又はこれ
に加えて、外部アダプタ６００及びアダプタ１１４は、外部アダプタ６００をカバー１０
０に確実に取り付けるために他の結合要素を含むことができる。上述のドッキング受け台
も、これらの結合要素のいずれかを含むことができることは理解されるであろう。
【０１３８】
　少なくとも一部の実施形態では、外部アダプタ６００は、アダプタ１１４の戻り止め１
４１と係合可能な少なくとも１つの隆起要素６４０を結合要素として含む。図５１Ａ－５
１Ｄに示す実施形態では、外部アダプタ６００は、互いに対向する２つの隆起要素６４０
を含み、アダプタ１１４は、その対向する面上に２つの戻り止め１４１（そのうちの１つ
は示されていない）を含む。少なくとも一部の実施形態では、隆起要素６４０は、アダプ
タ１１４との係合の前にアダプタ１１４の対応する幅より狭く離間しているので、戻り止
め１４１と係合した時に、２つの隆起要素（及び外部アダプタ６００）は、戻り止め要素
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１４１からの隆起要素６４０の分離に抵抗するアダプタ１１４との圧縮嵌めを形成する。
【０１３９】
　少なくとも一部の実施形態では、外部アダプタ６００は、片持ち梁又は他の配置で隆起
要素６４０の１つから延びる１つのタブ６４２（又は各タブが隆起要素の異なる方から延
びる２つのタブ）を更に含むので、ユーザは、タブを押して隆起要素を戻り止め１４から
解除することができ、従って、外部アダプタ６００をカバー１００のアダプタ１１４から
切り離すことができる。他の係合解除方法又は機構を使用することもできる。他の実施形
態では、カバーは少なくとも１つの隆起要素（及び任意的なタブ）を含むことができ、外
部アダプタは少なくとも１つの戻り止めを含むことができることは理解されるであろう。
【０１４０】
　少なくとも一部の実施形態では、外部アダプタ６００は、結合要素として１又は２以上
の把持部材６４４を含むことができ、把持部材６４４は、外部アダプタ６００の残りの部
分から離れて延び、外部アダプ６００がアダプタ１１４に係合する時にアダプタ１１４に
圧縮又は摩擦把持を形成するように配置される。この圧縮又は摩擦把持は、外部アダプタ
のアダプタ１１４からの分離に抵抗するが、ユーザが外部アダプタ６００及びアダプタ１
１４を引き離す際に切り離し力の行使によって克服されるものとすることができる。図５
１Ａ－５１Ｄに示す実施形態は、２つの対向する把持部材６４４を含むが、他の実施形態
では、外部アダプタ６００の周りに配置された２よりも多い把持部材、又は外部アダプタ
６００の周囲全体（又はその一部）に形成された単一把持部材を利用することができるこ
とは認識されるであろう。少なくとも一部の実施形態では、把持部材６４４は、アダプタ
１１４の対応する部分の形状に適合するように成形することができる。例えば、図４１の
アダプタは、真っ直ぐな第１の縁部１９１と、第１の縁部に対向する湾曲した第２の縁部
１９２とを有するので、把持部材６４４は、一方が真っ直ぐな第１の縁部１９１に適合し
、他方が湾曲した第２の縁部１９２に適合する形状を有するように成形することができる
。外部アダプタ（又はドッキング受け台）は、隆起要素６４０及び把持部材６４４の一方
又は両方を含むことができることは認識されるであろう。
【０１４１】
　図５２Ａ－Ｆは、携帯電子デバイス１をカバー１００（図５２Ｅ及び５２Ｆ）に受け入
れるための可動アーム４３を有するドッキング受け台５の一実施形態を示している。可動
アーム４３に加えて、ドッキング受け台５は、上述の実施形態のいずれかに説明されるよ
うな電気接点を有するドッキングコネクタ３、トレイ７、ベース受け入れ器９、及びワイ
ヤ又はケーブル１５を含む。少なくとも一部の実施形態では、可動アーム４３は、携帯電
子デバイス１（図５２Ｅ及び５２Ｆ）の縁部（例えば、上縁）にわたって適合する前方延
長部４５を含み、携帯電子デバイス１の前面に接触してドッキング受け台との係合を維持
するのを助けるリップ４７を含むことができる。
【０１４２】
　可動アーム４３は、延長位置（図５２Ａ及び５２Ｂ）から近接位置（図５２Ｃ及び５２
Ｄ）へ、及び可動アーム４３が携帯電子デバイス１及びカバー１００と係合してこれらの
構成要素のドッキング受け台５に対する係合を維持する係合位置（図５２Ｅ及び５２Ｆ）
のようなあらゆる中間位置へ移動することができる。
【０１４３】
　図５２Ａ－Ｆに示す実施形態では、可動アーム４３は、図５２Ｃ及び５２Ｄの近接位置
に向けて付勢されたバネ７５０（図５２Ｂ、５２Ｄ、５２Ｆ）に結合される。バネ７５０
の代わりにラチェット配置のような他の機械的配置を使用することができることは理解さ
れるであろう。バネ７５０は、携帯電子デバイス１及びカバー１００のドッキング受け台
５からの不用意な係合解除に抵抗する（図５２Ｅ及び５２Ｆに示すように）。ユーザは、
可動アーム４３をトレイ７から離れるように延ばして、携帯電子デバイスをトレイ上に置
くことができ、それに続いて可動アームを解除し、可動アームを携帯電子デバイスと係合
させてデバイスをドッキング受け台上に保持する。ユーザは、可動アームを携帯電子デバ
イス、カバー、及びトレイ７から離れるように延ばして携帯電子デバイス及びカバーを解
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除することにより、携帯電子デバイス１及びカバー１００をドッキング受け台５から解除
することができる。
【０１４４】
　図５３は、図４８及び４９のドッキング受け台と類似したドッキング受け台５の別の例
を示している。ドッキング受け台５は、トレイ７とカバー１００内の携帯電子デバイス１
がその上に置かれるベース受け入れ器９とを含む。トレイ７は、カバー１００の背面を支
持する背面支持面１０１と、背面支持面から延びるドッキング支持面１０３とを含む（例
えば、図３、４、３７、及び４７にも示されている）。少なくとも一部の実施形態では、
背面支持面１０１及びドッキング支持面１０３は、９０から１３０度の範囲内又は９０か
ら１２０度の範囲内又は９０から１００度の範囲内の又は９０度に等しい角度を形成する
。
【０１４５】
　ドッキング受け台５は、図示の例では雌コネクタであるドッキングコネクタ３を含む。
ドッキングコネクタ３は接点１１を含み、その接点１１は、例えば、付勢ピン又は付勢板
バネのような付勢接点又はあらゆる他の適切なタイプの接点とすることができる。ドッキ
ングコネクタ３はまた、図５３に示すように、ドッキング支持面に対して凹設することが
できるリム１０５を含む。少なくとも一部の実施形態では、リム１０５及びドッキングコ
ネクタ３は、図５３に示すように、真っ直ぐな辺とその真っ直ぐな辺に対向する湾曲した
辺とを有する細長Ｄ字形のような非対称であるものとすることができる。そのような配置
は、カバーがドッキング受け台に嵌合した時の適正な位置合わせを容易にすることができ
る。
【０１４６】
　図５３のドッキング受け台５は、机、棚、サイドボード、又はテーブルなどのようなあ
らゆる安定した面に置くことができる独立型受け台である。図５４Ａ－５４Ｂは、複数の
背面支持面１０１と、ハウジング１０７に形成された１又は２以上のドッキング支持面１
０３を有する複数のドッキングコネクタ３とを有する別のドッキング受け台３を示してい
る。それによってカバー１００内の複数の電子デバイス１をドッキング受け台３にドッキ
ングさせることができる。別のデバイスへの取り付けのために、１又は２以上のケーブル
（図示せず）又はコネクタ１０９をドッキング受け台から延長することができ、その場合
に、ドッキング受け台は、単に、携帯電子デバイスと、充電器、コンピュータ、又は他の
携帯電子デバイスなどのような別のデバイスとの中継ぎである。これらの実施形態では、
ドッキング受け台を出るケーブル又はコネクタは、この別のデバイスに結合させることが
できる。本明細書に開示するドッキング受け台のいずれのドッキングコネクタも、上述の
磁気結合配置を利用することができ、上述のように１又は２以上のガイドピンを含むこと
ができることは理解されるであろう。
【０１４７】
　図５５Ａは、アダプタ８１４の一部分を示し、かつ雄プラグ８１６、電気接点８２２、
磁石８７８（又は強磁性部材）、及び本体８２８を含む。アダプタ８１４は、アダプタ１
１４のいずれにも代わるものとして、本明細書に説明するカバーのいずれにも使用するこ
とができる。アダプタ８１４は、図５５Ｂに示すように、側面スカートとアダプタ１１４
の各部分の周りに形成されたダム１３２とを有してカバー１００内に位置決めされる。少
なくとも一部の実施形態では、シェル１０２又はダム１３２の一部分はまた、図３９及び
４１に示す実施形態と同様に電気接点８２２の一部分を露出させたままで、本体８２８の
面８９３及び磁石８７８を覆う。
【０１４８】
　上述のように、電気接点８２２は、導体（上述の導体１２６を参照）によってプラグ８
１６の電気コネクタに電気的に結合されている。プラグ及び導体の利用可能な配置は、カ
バー１００のシェル１０２と共に形成するのに使用される高圧射出成形工程には一般的に
適していないことが判明している。そのような工程では、アダプタ８１４は、モールド内
に置かれたインサートであり、カバー１００のシェル１０２は、アダプタの周りに成形さ
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れる。シェル１０２を形成するプラスチックは、アダプタ８１４内の開口部に入り込む場
合があり、成形工程の高圧により導体を破損又は損傷させる可能性があり、更に存在する
場合にコネクタの内部領域を埋めて、携帯電子デバイスの対応する雌コネクタとの嵌合を
妨げる場合がある。
【０１４９】
　従って、アダプタ８１４は、導体１２６の周りに配置されてプラグ８１６がそこから延
びる密封ハウジング８７５を含む。密封ハウジング８７５は、導体を閉じ込めるアダプタ
の部分の周りに低圧射出成形によって形成することができ、本体８２８及びプラグ８１６
との比較的緊密な密封を形成し、シェル１０２を形成する高圧射出成形工程中にこれらの
構成要素間の材料の流れを低減又は防止する。
【０１５０】
　図５７Ａ及び５７Ｂは、図４２－４６に示すカバー１００の実施形態の代替として、携
帯電子デバイス１（図４５）及び周辺デバイス５０（図４４）を受け入れることができる
カバーの別の実施形態９００を示している。特に指示のない限り、カバー９００は、図４
２－４６に示すカバー１００又は本明細書に説明するあらゆる他のカバー１００に関して
説明した特徴のいずれか又は全てを含むことができる。
【０１５１】
　カバー９００は、中央パネル９０４と、側面スカート９０６と、リップ９１０と、入口
開口部９１２と、携帯電子デバイスを受け入れるための内部空洞９０８とを有するシェル
９０２を含む。これに加えて、カバー９００は、周辺デバイス５０を受け入れるための周
囲ポケットを形成する周囲空洞９０９を含む。周囲空洞９０９は、中央パネル９０４と、
任意的に側面スカート９０６の一部分又はカバー９００の他の部分とを使用して形成する
ことができる。周囲空洞９０９は、デバイス面９０５と１又は２以上の側面９０７とを定
める。図示の実施形態では、周囲空洞９０９と内部空洞９０８は連続しており、入口開口
部９１２及び内部空洞９０８を通して周辺デバイス５０を周囲空洞９０９に挿入すること
ができる。上述のように、他の実施形態では、周辺デバイスは、異なる開口部（すなわち
、周囲開口部）を通して挿入することができる。周囲開口部は、中央パネル９０４内に又
は側面スカート９０６の４側面のうちのいずれか１つ又は２以上に沿って位置決めするこ
とができる。同じく上述のように、一部の実施形態では、カバーは、１よりも多い周辺機
器を受け入れることができる。
【０１５２】
　雄プラグ９１６に加えて、カバー９００は、周囲プラグ９１７を含む。周囲プラグ９１
７は、周辺デバイスの入力／出力ソケット内に嵌合する。周囲プラグ９１７は、特定の周
辺デバイスに対して設計することができ、又は複数の異なるデバイスに適する場合がある
。
【０１５３】
　図５７Ａ及び５７Ｂは、雄プラグ９１６と周囲プラグ９１７の両方、並びに本体９２８
、電気接点９２２、及び磁石９７８（又は強磁性部材）、及び本体９２８を含むアダプタ
９１４の一部分の一実施形態を示している。電気接点９２２及び磁石９７８は、本体に取
り付けられ、雄プラグ９１６は、本体を通過して雄プラグ９１６を電気接点９２２に結合
させる導体を使用して本体に結合される。
【０１５４】
　アダプタ９１４はまた、本体９２８に取り付けられたブリッジ９２９を含む。ブリッジ
９２９は、周囲プラグ９１７の電気コネクタを電気接点９２２に結合させる導体（例えば
、ワイヤ又は導電トレースなど）をその上に有する担体９３１を含有する。一部の実施形
態では、ブリッジ９２９の導体は、本体９２８を通して露出する電気接点９２２の各部分
に直接に取り付けられ、又はその導体は、導電ビア、ワイヤ、又はトレースを通して電気
接点９２２に結合させることができる。少なくとも一部の実施形態では、担体９３１は、
カバー９００のシェル９０２の高圧射出成形に耐えるために厚みが少なくとも０．４ｍｍ
である。より薄い担体は、射出成形工程中に粉々になる場合がある。周囲プラグ９１７は
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、周辺デバイス内の接点に接続する１又は２以上の電気コネクタを含む。この配置を使用
して、アダプタ９１４を通して周辺デバイスに電力を供給することができる。少なくとも
一部の実施形態では、周辺デバイスがアダプタ９１４を通して携帯電子デバイスに電力、
データ、又はその両方を提供するようにアダプタ９１４及び関連の導体を配置することが
できる。少なくとも一部の実施形態では、雄プラグ９１６と周囲プラグ９１７の両方は、
上述のようにカバー９０１のシェル９０２を形成するための高圧射出成形工程に対してプ
ラスチック材料の流入を防止又は低減するために、上述の密封ハウジング９７５、９７７
を含むことができる。
【０１５５】
　本発明の好ましい実施形態及び追加の代替実施形態を図示して説明したが、本発明の精
神及び範囲から逸脱することなくそこに様々な変更を行うことができることは認められる
であろう。従って、本発明の精神及び範囲から逸脱することなくそこに様々な変更を行う
ことができることは認められるであろう。従って、本発明者は、以下の請求を行うもので
ある。
【符号の説明】
【０１５６】
１００　カバー
１１２　入口開口部
１１４　アダプタ
１５９　雄入れ子付属品
５９５　コーナ開口部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図２６】
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【図５２Ｅ】
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